


聖徒の道
1985年4/5月 号

本 書は「エンサ イン」「ニ ューエラ」「フレン ド」

の記事 を抜粋 した,末 日聖徒イエス ・キリス ト

教会 の公 式刊行物です。

大 管 長 会 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンホ ー ル,マ リ

オ ン ・G・ ロム ニ ー,コ ー トン ・B・ ヒ ン ク

レー

十 二使 徒 定 員 会 エ ス ラ ・タ フ ト・ヘ ン ソ ン,ハ

ワ ー ト ・W・ ハ ン タ ー,卜 一 マ ス ・S・ モ ン

ソ ン,ボ イ ド ・K・ パ ッカ ー,マ ー ヒ ン ・J・

ア シ ュ トン,フ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー,

L・ トム ・ペ リー,デ ビ ッ ト ・B・ ヘ イ ト,シ

ェ ー ム ス ・E・ フ ァ ウ ス ト,ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェル,ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン,ダ

リン ・H・ オ ー ク ス

顧 問 カ ー ロ ス ・E・ エ イ シー,レ ッ ク ス ・D・

ビネ ガ ー,シ ョー シ ・P・ リー,シ エー ム ズ ・

M・ パ ラ モ ア

編 集長 カ ー 日ス ・E・ エ イ シー

教 会機 関 誌 デ ィ レ ク タ ー ウ ェ イ ン ・B・ リ ン

編 集 主 幹.ラ リー ・A・ ピラ ー

編集 副 主 幹 デ ビ ッ ト ・ミ ッチ ェ ル

子 供 の 頁 編 集 ロ イ ス ・リチ ャ ー トソ ン

レイ ア ウ ト/デ サ イ ン メ ァ リー ・A・ ホ ト

ソ ン,C・ キ ン ボ ー ル ・ホ ッ ト

聖徒の道1985年4/5月 号 第29巻 第3号

発行所 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会

〒106東 京都港 区南麻 布5-10-30

電話03-440-2351

印刷所 株式会社 精興 社

定 価 年間予約/海 外 予約2,200円(送 料共)

半年予約1,100円(送 料 共)

普通号250円,大 会 号(1,7月 号)350円

InternationalMagazinesPBMAO540JA

PrlntedlnTokyo,Japan

Copynghtｩ1985bytheCorporationofthe

PresidentoftheChurchofJesusChristof

Latter-daySaintsAllrightsreserved

●定期購 読は,「 聖徒 の道予約 申 し込 み用紙」で

お申 し込み になるか,ま たは現金書留 か振替(口

座 名/末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 渋 谷フ

ックセンタマ 振替 口座番 号/東 京0-41512)に

てご送 金いただけれ ば,直 接郵送致 します。注

お届け先 の変更かあ りま したら,早 急 に資材管

理部配送 センター にご連絡 ください。●「聖徒 の

道 」についての お問 い合 わせ 〒194東 京都町

田市小 川1704-1/末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会 資材管理 部配送セ ンター/容0427-96-2820

豪　轟

繋
轟

籔
慧

一
総

漁

灘

撒

ぼ

毒

怠曵、心,

三
.て

二三

一=一　「

悪 霊 につ か れ た 人

を い やす イ エ ス

(ル カ4:31-37)

● も く し 表紙 ● 「主 イエ ス ・キ リス ト」(テル ・パ ー ソ ン画)

ナサ レのイエス
ら

スペ ンサ ー・W・キ ンボール 1

モルモン経探求 第2部 シ ョ ン ・L・ソ レン ソ ン 6

会員宣教師になる リンセイ ・R・カ ーテ ィス 14

「自身の家を整うへし」
マ リオ ン ・G・ロ ム ニ ー 16

みたまによって教える ロ ー レ ン ・C・タ ン 21

誕生日のプレセント フ ロイ ・トウ ン・マ ッケ イ 24

質疑 応答:悔 い 改 め/サ タン の限界 シェリー・テイラー/ローレンス・R・ピーターソン・シュニア27

家庭のタへて学」3信仰箇条 エ リサヘ ス・マーテ ィンセ ン 29

「その好 む ところ に従 って 」
テ ィー ン ・R・ラ ー セ ン 30

ふ さ'わしい時 に,ふ さわ しい所 で カー スン・ク リステンセン 33

あの場所は今(カ メラによる教会史跡巡リ) 35

日曜日は休業1 クウィンティン ・ウォー,ラ レイ・ウォー41

各地のたよリ

子供のペーシ(別冊付録)

えいえんのかそく 1

小 さ'なお友 た ちへ(シ ェー ム ス ・E・フ ァウ ス ト長老) 2

ぬりえ 4

アブラハムとサラ 「聖典からの物語」より 5

ハ レー シュー ス ポー ラ・デホー ラ 10

おはなになまえをつけましょう 15



















6

ηゑG罪11露20(ΣqユV1拉ユ睾21⑦(摯4

cq2区1当`夢重1`聖翻/`2杢`茎⊃πIG

`告漁`⊃1(きミ～ユ∩老`粛〕二差`動`華

郵`与`〕狸`蒙鯉`‡ll～餌聾(∂老。(Σ禦ユ(∂

4⊂・認瀦…』⑦(圏契曾ゑ母勲β鞠塁魚竈酎

`ユG4αコ皿剛曾(自9喫⑦星き耳ヲ4ηミ～q♪

臨羊`罪1⑦9q;～ま勢吉羊。4G禦54自

罷⊃1二～24∩事凶}=～q耳Gユη<4:是」～γ

コ～劉罪1最摩(か陣劉レ老`∩【¢∩。(ハ∩工

翠1⑦4Q畢=～曾禦鰹瀞圏⑦【49魁アに1吉

羊=～〕蜂当`螺鼻4蜀回⑦妾=～一r[一卍

(乙1…奨)「。曾禦ユ9<¢認92=～(ハ源⑦q齎

謝雲1`ア1=～⊇曾Gユ管…窪昌鰹齢婁障ら日〕舞

当⑦<¢9回一⊃1>多⑦雛浮⑦凌罪1>9彦

鐸4睾`(吉雍⑦告軍班選。曾ゑ…攣量さ字湯

圏溜羅量`アに1團⑦2〕薩当;～古本班影(∂

4ム」。曾qユG呈219f⑦澱‡～1・<ム。乙く

ヨ4翠(91罫)。4qユ〆ソ歩口=～「叢呈》⑦

由き」孕毒羊罷(∂⊇`⊃ウ翻話`‡ll鼻螺Y刈、乙

く工。(Σ(ヘユc暴呈=～(Σ魚⊃ウ藩〉規藁【4螺

自携律α賜埠健髪⊃1【4(へ4率`∩弔麗埠

古本謝⊃ウ⊆f⑦」～ユ[劉⑦Y・{。乙るコ=`鰹

二～⊇⑫ゑ胡盈母「厚毒墾留値立曾η9暫

21卑型⑦古羊=～鋲呈∩嬰」`享搭添Ψ。管

禦ユ草(Σηα量=～4∩耳享翼(郭(!2彦‡ll>

9髪9ε`4累‡～lq曾禦`4Gユ(二射母白

944>潔=～型晦竈由き⑦蚕孝甲⑦Y`(摯2

吉単⑦隼遅`ア1筥老。曾禦鰹草4∩冒シ瞬

像⊃1【¢雲1`罪に1古羊⑦4ム=～刈、乙く丁

(9頂琴)「o曾～4訟⑦4レ皐

宙車ンユi罫隼⑦曝甦9Q図=～吉羊罷(汐ヨ、乙

ぐ丁`皐1古本罷⑦4ム」`翻話「o曾(今ユ

G蟹晶判～γY曾ゑ=～曾qユG5β鰹昌到瀦⑦

q}課⑦妾`ユ∩逸qT2ま判古ユ(一・…⑦舶

単⑦雷暑日1`判書羊裂邊⑦4△」。受(今ユ

G呈コ⊆宇(ρ歌罪1斎淳▽4一ζ,ム`ユ[卜

⑦叢呈⑫ゑ麻辮畢闘胃⑦η惑賜翻⑦一r[

一ま。4∩=～曾(今ユ∩蟹…洋⊃1古羊裂影型

鰹η彦`ユ勲禦白准母含口呈魚(}鐸(∂轟製

9`∩⊃1く49臨弓草(∂2`罪1ワ4一をム

・くy・N・5/く6(ρ粛:¥:s4[ユ〔:`宴書

。曾～牢ユ=～2曾律9「首Ψ草鷺蛮⑦=丁幕;劉

`21毒羊鉦影⑦ヨ
。乙るエ=～4ム`31捷彦

。曾禦c=～Ω9(}`埠草魚董:車=¥G〈4障

qユqρ導⊃惰厚翻一鰹算4昇:粛(ρ瞳雌

。口;彫(今ユ

雛9膨ユ累り2`判導騨G射孕鰍喜}⑦宰

畢》竪39アQ図ユq翻牽窮璃⑦⊇`罪1

↓雷早蜂`ユG望↓窮町Q回2畳耶剃町

⑦4rl〆'よ〈×`皐1躯鷺⑦彦。曾禦ユ2

2曾Gユ(今暴=～`4qユv…恥¢窪ヨ(Σ宰ユ

(∂宰是》婆(}[劉毒士激⊃1>兵ウゑ⑦「担

曾(ヘユG魚〉簸54町弱」蝉署く丑4rま寧1

律老。曾〉ユ甲鰹=～2G潔蜘箇`=～曾ゑ

9老。⑫禦ユ⑦脅易到～君G∩9嘉詳率`ア1

く492螺⑦曾禦ユ古本⑦M早⑦騎ヨ1章ヨエ

5(メ(∂(}4∩9…を`蝉(Σqユ∩[}芳凄準1ユq

c⊃に～2曾(ヘユ健皐冒雛⊃惰日身鞠ぎ¢羊宙量

`ユ恥号⑦剥:¥:4r
[×よ塑qヒ學`v9鼻(}

(シ1…興)。q源(}叫翠1辮理曾習21曾ゑ呈ン孕

=～⊇4∩章量埠ホ本⊃1騨鷺Y召〈∂Yきμ・

〔1-E`罪1ユG凋孕魯町⑦2`(}ユ∩謡

孕コ2⑦魯張巫(ε1…翼)o曾禦ユ草(～(う2

(4G望(期}単(今源qユG射)4(今ユG母

豪年⑦婁是ぜ裂`9【4廟由0001埠雲2謬(}

=～〉毒φ`き鯛}単(ρ4r1×∠/、〆r⑦〕揉⑦

白蓼く¢`ユ茎集9【¢1畜劉(∂冒羅⑦ユ準算

2`ア1=?コ(Σ'峯呈⊃1話i雛9き4障∩〈(済∩

09(2禦ユq毒(圏轟季1醤課〉(き妾

鐸`白割q潭律皐官羅鰹是羊⑦〉多⊃怜

皐裂く7`剥ユG4禦⊃1裂鶉⑦暴単4∩9

⊇`⊃1繋圓=～「率倉く刈くよ」4∩疑鰹

×ミZ・乙群Eぐ`2～9甲穿(ZI罫)。身

禦茎皐当弱古単q障癬⑦(}曾ゑ灘斑畢孕

旦く¢∩量羊1【字ゑ(牢`‡1に1[均。(ハ毒澤享

21曾qユ∩孕醤禦⑦白身り彦ユG【¢図21

竪餌`鰹墨44∠ミ`鍵4妊∠∠`暴呈ル

ム町罫豪弱ホ羊(∂藪製ε4G4`ユ

中⑦老∩螺∩(1τ…翼)。⑫qユ律皐濃翻埠

=～24G禦埠ま弱⑦吉藷(融4G耳雷(汐重垂

セ1(摯=～〉魚φ罪1ユ4r〔〆孟/、×`=～.(Σ軒

α号蝿ミヲ(OI罫)。望G禦ユ⑦(}⑫一巨魁'コ

瞳尉=～Gゑ(}く¢∩`ユ購寅=～G(}翠1ユ∩

=～古羊ユ=～η彦`鰹4G肇畢弔ユ(ユ4α

ユ季⊃捌呆田鶉日逸qイ`∫441認ま珊舌羊⑦4

壬×孟。咳禦ユ⑦4qユ∩凛網象`享均♪〕二

{当・Ef9`シ孟ジ986正/耳ぎ1(0ヨ匡多吾匿

q早.⑦弼乱管畢ユ鰺=～2曾茎轡孕嶺劉・潭

峰阜⊃IY・<,レ》/∠`ユ(へG⊃1当功ホ単哨

ま珊最留⑦4△`罪1啄4嶽去⑦老`ユ∩

彦。4畢ユv隊豪本翻`∩助豪宙空響2呈(～

(今=～旦〕藻9<4暑猶旦:黎興暫`ユ4侭421噛

由70069螺凱由・00ε雲2ま`判曽珊⑦ま暴呈4

△4q⊃1貿索/(64τ。曾～牢ユマ2管謝

⑦【¢皐ユ率⊃1臨尉⑦M射署く}・1r}き¢レ

髪`‡…lc=～09(}。22(Σ禦ユ(∂(}(Σq

ユη9[彰〉甲曇一埠η老`創G=～o。(Σ

禦64蘭劉日ヨ1駐⑦彦。9f》ユチ1嘩白狙

弓ホ羊裂影⑦4ムユ∩=～囲`翠1ユ2⊇

。4G=～率雰(二・(}C.qさ(1ミ～q睾G鍾‡…1コ鶴

筆呈`(}ユ∩コ～=¥G望》=～4銘羅[彰ら日1喜皐

4∩9老∩螺∩(6…奨)「。曾望ユ⑦4G～禦

埠董脅管GユG射⊃1〈夕十牽罐蒔ら日喜皐⑫

ゑ園⊃1凄割囲曽盛嬰断`⊃1(商4受享鶴雷主

母軍コz`ユ圓⑦圭》輩呈・・…・。4G禦ユi膨

図銘=～⊇曾ゑ軍田呈21…甦磐`⊃1(汐4⑦=～再

畢蚕圏障zγ難曾α【4【4⊃1¥劉`=～劉胆⑦、

=～G宰ゑ叩景日等」。曾nユ∩母郵…F茸難

回`測ユGG⊃1古羊⑦4ム`(}・<ム、乙く

¥{・S・コヨ[・f。(Σ(、ユ(へ勤コ～(8…罫)(曲

≦柔81:9」レ∠1乙一=III)「(Σ⊆㌍〉多き4=～七⊇

q覇∩>G畢:畢罪1ユ毒呈⑦象4挫」`∩9

像孕製立(}ユG(ニー21崔謁古羊⑦～皐4告目

`罪1<丑・1r丑4零⊃19皐(闘孝gz-zz:z{

・1r当,レ)。4qユ∩[彰凄(}=～⊇「曾罷弓暴

宙⑦毒呈」`4翠。曾喫ユ⑦4G<4翅「41

是〉多ユ(1ク【う用王‡ヨク駕」。咳uユ(桟動=～G茸
ニヰし

鰹「邸源宰¥2鵬」⑦暑;〉暴豪醤口呈⑦Y

を凶乙一=`ア1身羊□ま。9甲》}(う囲

孕卓⑦髪≠□ま謡一9(}α…印「。(Σ禦

ユ蒙助咳ゑ餌盈畢1/2`蝉⑦曾.巨=～亜卯

景鯉&(}書`白ψ輪4[劉釦(}喜」。曾禦ユ

⑦<今魚(き螺(:～白雰G‡ll<(!∩ユ∩蟹母瀦暴

⑦Y3袈ア1>∩(}湯園潟蝉罪1讐老`白禦

54コ～2G射景鞠寡茸々数54会一口呈⑦G=～Ω

。q源qユG軍1劇‡:1健(≡(今2(ΣGユ'凄翠

号鰹((ρ(}ゑc9聖孕瓢男呈呈寅(吉弱弓畢盈

`〉茸湯圏⊃1皐)各窪婁峯⑦>
r多〕揉罰21古

羊⑦4r!×∠二∠、〆v9卑(}`(}ユ健彦

(9罫)。(…r_巨.堆号〉こf)(}=～



一 脹 ㌦

赫
騒

　灘 …1…諺

、

ひつぎ

石 の枢 のふ たの 端 に彫 られ て いた この3つ の絵 文字 は,王 の生 まれ た 年代(紀 元603年),そ し

て,パ カ ル の統 治が 紀元615年 か ら683年 まで,68年 も の長 き にわ た って いた こ とな どを記 録 し

て い る。 こ う した絵 文字 の 解読 が進 ん だ結 果,マ ヤ の碑 文 は,純 粋 に表意 文字 が 用 い られて い

て,表 音 文 字 で はない とす る古 い 考 え方が,は っき りと間違 って いた こ とが わか ってき た。

も,宗 教 的 な意 味合 い を持 つ もので あ り,

皆,文 字 が必要 な もの ばか りで あ った。

例 をあげ てみ よ う。 マイ ケル ・コウ の

主張 によれ ば,マ ヤ の墳墓 か ら壮 大 な埋

葬用 の つぼ が出 土 した が,そ こに描 か れ

てい る情 景 の出典 は,「死 者,あ る い は死
た む

を迎 える人 々 に対 して 手向 け られ た と思

われ る長大 な鎮魂 歌 で あ って… … その 究

極 的 な主題 は,マ ヤ の王国 の君 主 た ちの

死 と復 活 な ので ある。」 実際,「 古代 マヤ

にも,古 代 エ ジプ ト人の死 者 の書 と同 じ

ような死 者 の書 が現 実 に存在 した とい う

可能性 も,否 定 し きれな いの で ある。」(注

18)事 実,「 古 代 マヤ には,そ う した書 が

数 多 くあ った はずで あ る」 と コウ は言 っ

てい る。 高 地 グ アテマ ラの キ チ ェ ・マ ヤ

族 の神聖 な書物 に 「ポポル ・ヴ フ」 とい

う ものが あ るが,こ れ は,そ う した種 類

の書物 の ひ とつ を後 代 に書 き直 した もの

で,象 形文 字 の原典 か ら音 訳 した もので

あ る可 能性 が きわめ て高 い。(注19)大 部

分 のマ ヤ諸 族 は,「 ポポ ル ・ヴ フ」に神 話

的要素 が含 まれ て いる こ とを承 知 して い

た し,ま た,そ う した書物 を通 じて,死

や復 活,創 造 とい った概 念 が伝 え られ る

こ とも理 解 してい た。 しか し,こ のマ ヤ

語版 の死 者 の書 で あ る 「ポポル ・ヴ フ」

が,唯 一最 も保 存状 態 の よい もの で あっ

た。 ほか の メ ソアメ リカ の文 化 に も;類

似 の信 仰 や慣 習が あ って,「メ ソアメ リカ

に は,た だ ひ とつの統 一 され た思 想体 系

が存在 し…… これ をま とめて,メ ソア メ

リカの宗教 と呼 んで よ いだ ろ う」(注20)

と コウは主 張 して い る。

完 全 な意 味 で その宗教 との か かわ りが

許 されて い たの は,お もに神 官階 級 であ

った。神 官 た ちだけ に,そ う した宗教 の

全容 を知 る ため に必要 と され る複 雑 な言

語 を習得 す る機 会 が 与 え られ た ので あ る。

その結 果,「 マヤ文 字 は,神 官 語 といっ た

ものの 中 に埋 め込 まれ て いる よ うに思 え
いん ゆ

る ので あ る。」 そ して,「 隠喩 の豊 か さ,

言 い換 え や名 前 を隠 す技 術」 に関 して は,

きわめ て骨 の折 れ る学 習 を通 じて 習得 し

な けれ ば な らなか っ た。(注21)こ の文字

体 系 を知 って い る とい うこ とが,「取 りも

直 さず,指 導者 の地 位 を継承 す る権 利 を

獲得 す るた めの必要 条件 で あ った。」神 官

と いうの は支 配者 だ っ たか らで あ り,ま

た支 配 者 とい うの は,同 時 に神 官 で もあ

っ たか らで あ る。(注22)

書体 の複 雑 さは,象 形文 字 の体 系 の習

得 が 困難 で あ る ことの理 由 の ひ とつ とな

っ てい た。 もちろ ん50年 前 に は,マ ヤ の

文 書 の書体 に つい て理 解 で きる人 ばほ と

ん どいなか った。 しか し,1950年 まで に

は,J・ エ リック ・トンプ ソ ンが次 の よ う

に言 える状 況 に まで な ったの で ある。

「植 民地 時代 の マ ヤの写 本
,お よび私

の確 信 に従 えば,象 形文 字 の 原典 そ の も

の と,詩 篇 の詩 句,お よび ヨブ の詩 との

間 に は,き わ め て類 似 した 点 が 見 ら れ

る。」

トンプ ソ ンは,次 の点 に注 目 した。 そ

れ は,両 者 とも 「詩 が交 互 に繰 り返 され
こうしよう

る形式(交 論 形)を と ってお り,そ の形

式 で は,詩 の2行 目が1行 目の変 形 に呼

応 す るか,そ れ が繰 り返 され るか して い

る」とい う点 で あ る。(哀 歌3:3と エ レ

ミヤ51:38〔 特 に英 文 〕 に その例 が見 ら

れ る)同 じ形式 が,16世 紀 の ユ カタ ン語

の文 書 に も,チ ュマエ ルや チ ジ ミンの 「チ

ラム ・バ ラム の書」 に も現 わ れ る。 また,

1907年 に ラ コ ン ドン ・マ ヤの イ ンデ ィア
き とう

ンが記録 した祈 濤書 に も同 じ形 式 が見 ら

れ る。 この言語 につ いて,エ リ ック卿 は

次 の よ うに言 って い る。「詩 の韻 律,詩 格

が 自由 に使 わ れて い る こと,そ して,ど

の行 に も交 諦形 の特 徴 が見 られ る ことな

どに注 目す る とよい。」 「単 語 の音 で遊 ぶ
おういん

… …高 度 な無韻 詩 の技 法 に は,押 韻 では

な く,し ゃ れ に近 い も の が使 わ れ て い

る。」(注23)

チ ュー レー ン大学 のマ ンロ ・エ ドモ ン

ソ ンは,さ らに次 の よ うに強調 して いる。

「『ポポル ・ヴフ』 は
,韻 文 で あ って,い

かな る意味 で も散文 として理解 す るこ と

はで きな い。完 全 に並 行形 の……2行 連

句 で構 成 され て い るので あ る。」この形 式

を とって い るた め,そ して また,マ ヤの

諸 言語 の語 根 の持 つ性 格 の ため,文 書 の

中か ら明確 な意味 を導 き出 す作 業 が著 し

く困難 にな って い る。 こ うして 「1個 の

単 音節 の語 根 か ら,12か,そ れ以 上 の ま

った く異 な った意味 が導 き出 され る こと

す らたび た びあ る。」(注24)さ らに また,

エ ドモ ン ソン は,詩 篇 に使 われ て いる よ

うな並 行 法 も使 用 されて い る と指 摘 して

い る。 つ ま り,鍵 にな る謁 を共通 に持 つ
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9:34)状 態 が起 きた と して も,驚 く に

は及 ば ない。 また,ア ル マの 時代 に 「ニ

ー フ ァイの言葉 」 が 「す べて の レー マ ン

人 に教 え」 られ る よう にな った と き,絵

文 字 の体系 もまた別 の方 向 に変 わ って い

た こ とであ ろ う。 文字 や絵 文 字 を教 え ら

れ た こ とによ り,レ ー マ ン人 た ち は話 し

言葉 にあ った地域 差 を越 え て交流 をは か

り,「商売 をす る」 よ うに なっ た。(モ ー

サヤ24:4,7)こ の 当時,商 人 たち は

どこへ行 って も 「混成 外 国語 」 の よ うな

もの を書 く こと によ って,商 売 を する こ

とがで きたので あ る。 それ 以外 の理 由 で

は,「 ニー フ ァイの 言語 」を学 ぶ ことが な

ぜ それ ほ ど まで に商 業 活動 を刺 激 し,繁

栄 を もた ら したの か説 明の しよ うがな い。

マヤ の絵文 字 は,ち ょ うど今 述 べ た よ う

な方法 で利 用 され たの で あ る。 つ ま り,

マヤ語 系 の言語 が20か それ 以上 も使 わ れ

て いた 中で,一 般 的 に絵 文 字 を書 け ば,

どこへ行 って も理解 して もらえ た とい う

ことで ある。

モ ル モ ン経 の時 代 に,数 多 くの記録 が

あ った こ とはた びた び書 かれ て いる。(た

とえば,ヒ ラマ ン3:15;IIIニ ーフ ァイ

5:9)当 然 の こ となが ら,そ う した記

録 の大部分 は,安 価 で便利 な材 料 で あ る

紙 に書 かれ た こ とで あ ろ う。 ア モナ イハ

で神 を信 じた人々 が火 の 中 に投 げ入 れ ら

れ た とき,一 緒 に焼 かれ た聖文(ア ルマ

14:8参 照)と い うのが紙 製 の もの であ

った ことは,ほ とん ど確実 であ る。 メ ソ

アメ リカの記録 は,大 部分 が樹 皮 の紙 の

上 に書 かれ,折 りたた んで本 の形 に され

た。(注30)マ ヤの地域 で は,こ うした写

本 の 中で確 実 に コロ ンブ ス以前 の もの と

言 える ものは た った3冊 しか現 存 して い

な い。(注31)絵 文 字 は,「 各 ペー ジ」 の

縦 の欄 に書 か れて い た。 マヤ の碑文 には,

その縦 枠 がふ た つあ り,隣 合 っ た文 字 を

組 み合 わ せて読 んで,一 組 ず つ上 か ら下

へ と進 んで い くよ うに なって い た。 キ リ

ス トの時 代頃 よ り以前 は,こ の縦 の枠 が

12

＼

上:オ ル メ ク時代 の こ の円筒 形 の石 印 は,1948年 にメ キ シコ ・シ テ ィーの

近 くで発 見 され た ものて あ る。 これ は,メ ソ アメ リカ か ら発 見 され た 文字

の 中で も,最 も古 く,し か し最 も進 ん だ文字 で あ る可能 性 が ある 。 ここで

使 われて い る記号 の 中 には,ア ン トン 写本 の文字 と類似 して いる もの も見

られ るが,さ'ら に,旧 世 界 の文献 の中 に見 いだ され る もの も ある 。

下:メ キ シコ,中 央 チ アパ スの チ アパ ・デ ・コル ツオか ら発 掘 され た オル

メ クの 円筒 形石 印 。権威 者 の ひ と りで あ るウ ィ リアム ・F・ アル プラ イ ト

教 授 は,こ の印章 を鑑 定 して,「明 らか に エジ プ トの象形 文字 と確 認 で き る

も のが い くつか あ る」 と語 った 。

0

●一
ひ とつ しかな い形 の ものが使 われ て いた。

こ こで 「ア ン トン写本 」 に注 目 して み

よう。 これ は,モ ル モ ン経 の金 版 か ら ジ

ョセ ブ ・ス ミスが その文 字 を写 し取 った

もので,1980年 に な って初 めて 日の 目を

見 た写本 で あ る。 こ こに は,縦 枠 が ひと

つ しか な く,モ ル モ ン経 が書 か れ た当時

の 「ニ ー フ ァイの言語 」 の時 代,す な わ

ち,古 い,キ リス ト以前 の時 代 の慣 習 と

一 致 して い る
。(注32)1828年 に,ジ ョセ

フ ・ス ミスが書 いた写 しを マー テ ン ・ハ

リス に見せ られ たチ ャール ス ・ア ン トン

教 授 が 当時 手 に して いた ほん のわ ずか の

情 報 に基 づ いて,自 分 の 目に した もの を

「メキ シ コの暦」 と比較 した とて
,別 段

驚 くに は及 ばな いの で ある。(注33)

記録 の利 用 の ほか の面 に つい て,特 に

文字 その もの や,記 録 を した人々 とい っ

.たことに つ いて,も っ と多 く書 く こと も

で き よ う。 しか し今 考 えてみ る と,こ こ

(
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会員宣教師になる
リンゼ イ・R・カー ティス

は2度 ほど友人に福音を紹介し「私
よ う としたの で すが,断 わ られ

て しま いま した。」 「彼 らか ら,教 会 の こ

とに興 味 もな く,知 りたく もな い と言 わ

れ た ときは,ど う した らよ いか わか りま

せ んで した。」16歳の マ リは こ う話 して い

ます。

マ リは,頭 の い い魅 力 的 な高校 生 で す。
けいけん

敬慶 な伝 道精神 を持 った家庭 で育 って お

り,セ ミナ リー にも出席 して い ます 。私

には,予 言者 の勧 告 に従 いた い とい う彼

女 の気持 ちが とて も よ くわ か りますが,

か えって そ うす るこ とで彼女 は親 しい友

人た ちを遠 ざけて しまって いる ようで す。

伝 道 が成 功 した場 合 の報 いが どん なに

大 きな もの か,疑 う余 地 は あ りませ ん。

で はその 反対 に思 わ しくな い結 果 を招 か

ないた め には どうす れば よ いで しょうか。

100パ ー セ ン トの成 功 は期 待 で き な い に

して も,も っ と良 い方 法 が あ るはず です 。

ロ ビ ンが海 軍 に入 ったの は,ち ょ うど

19歳 の ときで した。 間 もな く彼女 は合 衆

国の東海 岸 に任務 を命 ぜ られ ま した。ル

ーム メー トは末 日聖徒 で
,ふ た りは たち

まち意気 投合 しま した。

「私 は ルー ム メー トの生 き方 や彼 女 の

持 ってい る高 い理想,標 準 に感 心 しま し

た。私 が こうあ りた い,こ う したい と思

って いた もの を彼女 はす べて持 ち合 わせ

て い ました。私 は彼 女 や彼 女 と同 じ標 準

を持 った人々 の仲 間 にな りたい と思 い ま

した。彼女 た ちの仲 間の活 動 になん とか

誘 って ほ しい と思 って いたの で す。 で も

とう とう その機 会 を与 えて も らえ ませ ん

で した。」

数 カ月後,ロ ビン は西 海岸 の海 軍 基地

に転 任 す る ことに な りま した。 そ の転任

先 で のル ーム メー トが ま たま た末 日聖 徒

だ ったの です。 そ の最初 の 晩,ふ た りは

い ろい ろな話 を し,こ の教会 の人 々 はほ

かの 人 に比 べ大 変 に忙 しい とい う結 論 に

達 しま した。 しか し前 と違 っ た こと は,

ロ ビンが す ぐにル ー ム メー トの誘 い を受

け て仲 間 に入 り,い ろ いろ な活動 に参加

す るよ うにな っ た ことで す。

そ れか ら数 週 間 して,ロ ビ ンは宣教 師

の レ ッス ンを受 け,バ プ テ スマ を受 け ま

した。 彼女 はその 地域 の最 もす ば らしい

会 員宣教 師 とな り,同 僚 た ちを教会 の活

動 に誘 い,彼 らに教 会 を知 る きっか け を

与 え続 けて き ました。 そ して 軍 の任 務 が

解 かれ る とす ぐに,ロ ビ ンは専 任 宣教 師

に召 され ま した。

も うひ とつ,私 たちの伝 道部 で伝 道 中

の ある長 老 の例 を紹介 し ま しょう。彼 は

次 の よう な改 宗談 を して くれ ま した。

「高校1年 の とき
,と て も仲 間意 識 の

強 いグ ルー プが あ るの に気 づ きま した。

彼 らは ほ かの生徒 とは違 って い ました。

悪 い言葉 は使 わな い し,標 準 も高 く,外

見 も違 って い ま した。麻 薬 な どは もち ろ

ん,タ バ コ も吸 わ な けれ ばお酒 も飲 まな

いので す。私 はす っか り感心 し,彼 ら と

友達 にな りた い と思 い ました。

彼 らは よ くパ ー テ ィー やダ ンス,そ の

ほか いろ い ろな杜 交 活動 に参 加 して,楽

しんで い る ようで した。 彼 らが末 日聖徒

イ エ ス ・キ リス ト教 会 に行 って いる とい

う ことを だれ かか ら聞 い たの です が,別

に気 に も留 め ませ んで した。 私 は ただ彼

らの仲 間 に入 りた か った ので す。私 は彼

らの活動 に誘 って ほ しい とい う気持 ちを

そ れ とな く知 らせ て いた ので すが,ど う

して も気 づ い て も らえ ませ ん で した。 そ

こで高校3年 の とき,私 は勇気 を奮 い起

こ し,教 会員 でな くて も彼 らの活動 に参

加 で きる のか ど うか を率 直 に聞 い てみ た

の です。

それ か ら数 週 間後,私 はバプ テ スマ を

受 け教会 に入 りま した。 そ して約1年 半

た った今,こ の教 会 の宣 教 師 と して伝 道

して い ます。 伝道 に出 て みて,求 道 者 を

見 つ けて改宗 へ と導 く ことが どん な に大

変 か を考 える と,高 校 時代 の仲 間 た ちが

私 を活動 に誘 う こ とが どう してそ んな に

む ずか しい ことだ った の か不 思議 に思 え

て きます。」

私 は監督 と して,自 分 の ワー ド部 の若

者 た ち と面 接 をす る とき に,必 ず こう尋

ね ます。「教 会 員 でな い人 と もつ き合 って

い ます か。」

スー ザ ンの返 事 は こうで した。「私 は ビ

ル とつ き合 って い ます。 お互 い に よ く知

って い る し,と て もい い友 達 で す。」

「で は彼 を ワー ド部 のパ ー テ ィー に誘

え ます か。」

こ うした質 問 を して 間 もな く,ス ー ザ

ンは ビル を教 会 のパ ー テ ィー に連 れ て き

ました。 そ して ワー ド部 の宣教 師 たち が

その あ と を引 き継 いだ ので す。 その後 伝

道 に出 た ビル は,現 在 テ キサ ス州 ヒ ュー

ス トンで副 監督 をして い ます。 ビル や ス

ー ザ ンが経験 した よ うな こ とは
,教 会 の

あ ち こちで起 こ って いる こ とで す。

これ らの例 を参 考 に,皆 さん には何 か

良 い案 が浮 か んだ'でし ょうか。 皆 さん の

友人 の 中 に,皆 さんの仲 間 に な りたが っ

て い る人,ダ ン スや ピク ニ ック に参加 し

た が って い る人 はい ないで しょ うか。皆

さん と一 緒 に楽 しい時 間 を過 ご した いと

思 って い る人 は いな いで し ょうか。 その

よう な人々 にイエ ス ・キ リス トの福 音 を

紹介 す る こ とは,そ んな にむ ずか しいこ

とで はな い と思 います 。 そ して宣教 師 に

頼 んで,彼 らに レ ッス ンを して も らうこ

と もで き ます。

私 は,妻 とふ た りで十代 の娘 や息 子 た

ちに ある チ ャ レンジ を した ことが あ りま

す。 もち ろん子 供 た ちは その チ ャ レンジ

を受 け入れ て くれ ま した。 それ は,教 会

に来 て くれ そう な人 を見 つけ る ことが で

きる よ う,熱 心 に祈 る とい うもの で した。

いつ まで と いう よう に期 限 は決 め ず,と

う にかく祈 ・・勅 ・みたまが伽 ・語・
か け るの を待 つ よ う,そ して一 緒 に教会

の活 動 に参加 して くれそ う な人,宣 教 師

のメ ッセ ー ジに耳 を傾 け て くれ そう な人

が 見 つか るの を待 つ よ うチ ャ レン ジした

ので す。

そ して,私 た ちは彼 らに その よ うな人

がい た場 合 は,あ た か も主 が指 で さ し示

して くだ さ る よう には っ き りと知 る こ と
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「自身の家を整うべ し」

第一副管長

マリオン・G・ロムニー

ロムニー副管長によるこの説教は以前

になされたものですが,個 人や家族の

学習のため再び掲載します。

「子 を その行 くべ き道 に従 って教 え

よ,そ うす れ ば年 老 いて も,そ

れ を離 れる こ とが ない。」(箴 言22:6)

この勧 告.は,今 の世 の 中を悩 ま して い る
ぽうとく

物質 主義 や宗 教 の 冒漬,道 徳 の退 廃,成

人 お よび青少 年 の非行,増 加 する犯 罪,

神 の律法 や 人間 の尊厳 を軽視 する風潮 に

対 す る最 良 の特効 薬 が子 供 の訓育 であ る

こ とを確 信 させて くれ ます 。

現 代 の醜 い面 を強調 して皆 さん を脅 か

すの は決 して私 の 目的 で はあ りませ ん。

私 が皆 さんの注 意 を喚起 す る 目的 は,そ

れ らの悪影 響 を家庭 で,あ るい は私 た ち

自身 の生活 で 食 い止 めな けれ ば,両 親 や

子供 た ち,そ れ に霊 的 に矛 盾 す る この世

の思想 や人々 の生 活態 度,現 代 の慣習 に

屈 して しまうすべ て の人 々 の人生 に,大

きな嘆 きや悲 しみ を及 ぼ す こ とにな るか

らです。

教会 は両 親 が子 供 を訓練 す る助 けを す

るこ とがで きます し,や ろう と してい ま

す。 しか.しで きる のは助 け る こ とだけ で

す。教 会 は両 親 の最 も大切 な責任 を代 わ

って行 な う ことは し ません し,で き ませ

ん。主 によれ ば,そ の責 任 とは 「その子

供8才 の時,悔 改 め,.生 け る神 の子 キ リ

ス トの信仰,バ プ テ スマ と按 手 によ る聖

霊 の賜 な どの教 義 を教 えて理 解 せ しめ」

る こ とで す。(教 義 と聖 約68:25)

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス にこの指 示 を

お授 け にな って か ら1年 半 後,主 は ひ と

つの こ とをつ け加 え られ ま した。 す べて

の子供 は幼 児 の有 り様 で は神 の前 に罪 は
きた

ない が,そ の後 「か.の悪魔 来 りて(人 に

不 従順 を説 き).… …光 明 と真理 を取 り去

りぬ。
なんじ

され ど,わ れ は汝 らの小 児 た ち を光 明

と真 理 の 中 に導 き来 れ と汝 ら に命 じ た

り」とあ ります。(教義 と聖 約93:39-40)

それ か ら主 は指 導者 の兄 弟 た ち と語 ら

れ,ま ず フ レデ リック ・G・ウイ リヤ ム ス

に告 げ てお られ ます。「汝 はい まだ にわ が
いましめ

誠命に従いて汝の子供たちに光明と真理
お

を教 え居 らず,さ れ ば かの悪魔 は い まだ

に汝 を支 配 し居 れ り,こ れ汝 の苦 しみ を
ゆ え ん

受 く る所 以 な り。」

私 た ちの抱 えて い る苦悩 や少年 非行 の

問題 など は,子 供 た ちが光 明 と真 理 を教

え られ て いな い こと に起 因 して い るの で

はな いで し ょうか。

主 はこの件 に関 して ウ イ リヤム ス兄弟

に断 固 とした調 子 で こう続 け てお られ ま

す。「われ今 汝 に一 つ の誠 命 を与 う。す な

わち,汝 も し救 わ れ ん と欲 せ ば 自身の 家

を整 うべ し。」(教 義 と聖約93:43)

それか ら主 は シ ドニー ・リグ ドンに,
つ

「その子供 た ちに就 きい まだ にわが誠 命

を守 」 って い ない と告 げ,守 る よう に戒

黛

謹
糞
響

し

亭

.節

.石

誰

●

め られ ま した。主 はさ ら にニ ューエ ル ・

K・ホ イ ッ トニー に対 し,子 供 の不 品行 の

ゆ えに 「その家族 を整 うべ き もの な り。

そ の家族 の者 共 を して,家 に在 りて必 ず

今 一 層勤 勉 に事 にかか わ ら しめ」 る よう

に と叱責 さ れ ま した。(教 義 と聖 約93:

50)

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス も子供 を正 し

く訓練 して いな い こ とを叱責 され ま した。

「汝 の家族 共 は必 ず悔 い改 めて,或 る事

を捨 て… … ざ るべ か らず。」(教 義 と聖 約

93:48)

この よう に初期 の兄弟 たち は,子 供 を

媛
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「現代の神権時代に

主は怠惰を少年非行仲罪悪,

特にむざぼりに関連ざぜτ

厳 しく戒めτおられます。」

で は,主 が と りわけ子供 に教 え る よう

にと戒 め られた もうひ とつ の習慣,す な

わ ち祈 りにつ いて述 べ たい と思 い ます。

主 は シオ ンに住 む民 に向 か って こ う言

わ れ ま した。「また両親 はそ の子供 たち に

祈 る こ とと,主 の前 に正 し く歩 む こ とと

を教 えざ るべか らず。」(教 義 と聖 約68:

28)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに主 は告 げ ら

れ ま した。「勝 利者 た らん こ とを常 に祈 る

べ し。誠 にサ タ ンに打 ち勝 つ様 に祈 れ,

また現 にサ タ ンの仕事 に力 を与 う るサ タ
のが

ンの 僕 らの 手 よ り免 れ ん こ と を祈 る べ

し。」(教義 と聖約10:5)

末 の 日の文 明 が神 とその義 を 日常生 活

や世 の 出来事 か ら排 除 しよう と してい る

今 日,日 々 ひ そか にあ るい は家族 で祈 る

こ とが特 に求 め られて い ます。

賢明 な末 日聖徒 の両 親 は,祈 りの力 と

世 間の不 信仰 な風 潮 を よ く理 解 してい る

ので,子 供 に祈 る こ とを教 えな い わけ が

あ りません。 朝 に晩 に決 まって天 父 の前

にひ ざ まず いて心 か ら謙遜 に祈 る人 以上

に,悪 に対抗 で きる強 力な武 器 を持 って

いる人 は い ませ ん。

それ に加 えて,両 親 は子供 の た め に捧

げる毎 日の祈 りの力 を過 少評 価 しない で

くだ さい。 わが ままな 息子 と仲 間 を悔 い

改 め に導 いたの は,彼 らの ため に捧 げ た

アル マの祈 りで した。

私 たちが 子供 に教 える よ う主 か ら期 待

され てい る真 理 は,ほ か に もた くさん あ

ります。 それ らは聖典 や末 日の予 言 者 の

勧告 か ら捜 す こ とがで きます。

しか し何 を教 え るべ きか を知 った ら,

次 は福 音 の真 理 を どの よ うに家族 に教 え

る か も大切 に なって きます。 この,ど の

よう に教 えるか とい うこ とは,私 たち 自

身が研 究 と経 験 と聖霊 の導 き に よって知

るべ きこ とで,こ の み た まは 「信 仰 の祈

りによ りて… …与 え られ」ます。(教 義 と

聖約42:14)し か しいか な る方 法 を用 い

よ うと も,そ れ が,福 音 の実践 が幸 福 に

つな がる こ とを よ く理 解 で きる もので な

けれ ば,効 果的 な もの とは言 え ませ ん。

受 けて い る しつ けや訓 練 が独 断的 で,い

つ も行 動 が制限 され る,生 活 が楽 しくな

いと子供 が感 じるよ うで あれ ば,彼 らは

私 た ちの 目の届 く ところ での み言 うこ と

を聞 き,ほ かで は勝 手気 ま まに振 る舞 う

よう にな ります 。

それ で は,私 た ちの行 な いに よって 子

供 が福 音 か ら離 れ た りす る ような こ とが

な い よう にす る には,ど う した らよ いの

で し ょうか。 主 が予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スに与 え られ た次 の勧 告 はすべ て の両親

にと って確 かな導 き とな り まし ょう。
い か

「如 何 な る権 力 も勢 力 も
,神 権 に よ り

あた

て維持 す る能 わ ず,ま たは維持 すべ きも

の にあ らず,だ た説服 と堅 忍 と柔 和 と温

情 と偽 らざ る愛 とによ る。
きよ

また,親 切 と浄 き知 識 す なわ ち偽 善 に
かん ち はなは

あ らず妊智 にあ らず して そ の人 を甚 だ大

いな らしむ る もの によ る。

す なわ ち,聖 霊 に感 動 して は機 に臨 み
しか

て激 しく人 を責 む。然 る後,ま た彼 の汝

を敵視 せ ざ らん ため に責 め たる その人 に

一 層 の愛 を示 す
。

●

.暴

、

か くて,彼 は汝 の誠実 は死 の きず な よ

りも強 きこ とを知 るべ し。」(教 義 と聖約

121:41-44)

この忍 耐 と壁 忍,愛 によ って,私 たち

は子供 た ちの 同意 と信頼 を得 る こ とがで

き ます。啓 示 に よ って与 え られ た福 音 の

真理 に 自発 的 に従 うよ う,時 間 をか け,

心 を込 め て子供 た ちを教 え導 け ば,少 し

ずつ で もあ なた の教 え に耳 を傾 け,「人類

が現 世 に在 るの は幸 福 を得 ん た め で あ

る」(IIニ ー フ ァイ2:25)こ とを理解 し

て味 わ うほ どにな る で し ょう。 予 言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス は言 って い ます。 「幸福 を

得 るこ とが私 た ちの 存在 す る 目的 で あ り,

目標 で あ る。 も し幸福 につ なが る道 を歩

む な ら,そ こ に到達 で き るこ とだ ろう。」

子 供 た ち はみず か らの経 験 と私 た ちの導

きによ り,予 言者 の 次 の言葉 の意 味 を知

っ て信 じる よ う に な りま夷 「そ の道 は
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どのような社会も,

両親が教訓と:模範によっτ子供を教え,

イエヌ・キリヌ トの福音の原則に従っτ

生まる決意を進んでするように

霊感を与えるどまに

整えられτのくものZす 。

ま じ め

う事 と真 面 目で な けれ ばな らぬ事 と互 い

に愛 し互 いに助 けね ば な らぬ事 とを教 え

るで あろ う。」(モ ー サ ヤ4:11-15)

当時初 等協 会 に属 して いた息 子 と この

聖 句 を読 ん だ ときの こと を思 い出 し ます。

私 た ちはモ ル モ ン経 を,1節 ず っ交替 で

読 んで い ま した。 この聖 句 を読 ん で いる

と きに息子 は次 の言 葉 に とて も強 く心 を

動 か され た様 子 で した。「お前 たち は 自分

.の午供直 が神 の律 法 に背 き互 いに争 った

.=り.戦っ.たりして…… 悪魔 に仕 える こ とを.

一.許さず……。」(14節)そ こで彼 は 自分 の

悪 ふ ざけ を思 い出 して 目に涙 を浮 かべ て

い ました。 それ 以来 成 人 す るまで,け ん

か を しそ うにな る とこの聖 句 が心 に浮 か

んで きて,目 に涙 が あふ れ るので した。

兄 弟姉妹 の皆 さん,こ のベ ンジ ャ ミン

王 の偉 大 な説教 の精 神 と心 構 えを子供 に

感 じさせ るこ とがで きれ ば,子 供 を教 え

るこ とは もっ と容 易 に なる と 申 しあげ ま

す。福 音 の精神 で子供 を高 め るよ うに し

ま しょう。 そ うすれ ば子供 は互 い に傷 つ

け合 お う とは思 わ な くな り,か え って安

らか に暮 ら して,あ らゆ る人 にそ の当然

受 け るはず の もの を与 え たい と思 う よう

にな るで し ょう。 ベ ン ジャ ミン王 が言 っ

た ように,「真 の道 を行 う事 と真面 目で な

けれ ばな らぬ事 と互 い に愛 し互 い に助 け

ね ばな らぬ事 とを教 え」て くだ さい。(モ

ー サヤ4:15)

も し父親 と母 親 が聖霊 の導 きに従 い,

主 の戒 めを固 く守 って 生活 し,主 と予 言

者 の勧 告 に従 って 子供 をその行 くべ き道

に従 って教 え るな らば,末 日聖 徒 はやが

て栄光 の 門 に到達 す る こ とで し ょう。 そ

こで は ニー フ ァイ人 が享受 した よ うに,

「住民 … … の間 に何 の不和 争論 もな く一

人の こらず みな互 いに正 し く扱」い,「 民

は その心 に神 の愛 を保 って いた か ら……
しつ と

何 ら不 和 が なか っ た。 また,嫉 妬,争 闘,

暴 動,み だ らな行 い,虚 言,人 殺 し,お

よび何 らみ だ りが わ しい行 いが な か っ

た。」(IVニ ー フ ァイ1:2,15-16)当

時 の聖 徒 た ちの 非常 に祝福 され て いた様

子 を,予 言者 で あ り歴 史記録 者 で あ った

ニ ー フ ァイは次 の よ うに表現 し ま した。

「ま こ とに神 が 造 りた もうた すべ ての 民

の 中で この 民 ほ ど幸福 な民 が あ るはず が

な か った。」(IVニ ー フ ァイ1:16)

主 は,現 在 の神 権 時代 に も同 じよ うな

社会 を築 く ことが で き ると保 証 して くだ

さって い ます。 その こ とを忘、れ ない よ う

に しま し ょ尻 しか し現 代 の悪 の力 を退

ける ため に,私 たちが す べ きこ とは た く

さん残 されて い ます。 末 日聖徒 の両親,

教 師,指 導 者 は新 しい気持 ちで みず か ら

の家 を整 え,子 供 が人 生 の真 の幸福 をつ

かめ る よう に,愛 情 を込 め て,し か も効

果 的 に教 え られ る よう努 力 しな けれ ば な

らな い ので す。

ホームテ ィーチャーへの提案

強調 点:ホ ーム テ ィー チ ングの とき に,

以下 の点 を話 し合 う とよい で し ょう。

1.今 の世 の中 を悩 ま して い る問題 にと

って最 良の特 効薬 は子供 を教 え るこ

とであ る。

2.教 会 は両親 が子供 を訓 練 す る助 け を

する こ とがで きる し,や ろ う と して

いる。 しか し両 親 に取 って代 わ る こ

とは しな い し,で きな い。

3.子 供 の この世 的 な必要 を追 い求 め る

こ とに心 を奪 わ れ るあ ま り,世 の悪

に対 抗 す る力 を養 い,永 遠 の生命 の

備 え とな る大 切 な事柄 を お ろそか に

しな い。

4.何 を教 え るべ ξかを知 った ら,次 は

いか に福 音 の真 理 を家 族 に教 えるか

を知 る こ とも必要 で あ る。 いか に教

え るか とい う こ とは,私 た ち 自身が

研 究 と経 験 と聖霊 の導 き によ って知

るべ きこ とで,こ のみ た まは 「信仰

の祈 りに よ りて… …与 え ら」 れ る。

5.私 た ちの教 えは,福 音 を実 践 す.るこ

とが幸福 へ の道 で あ る こと を子 供 に

納得 させ ることが できな けれ ば,効 果

的な もの とは 言 えな い。 忍 耐 と堅 忍

と愛 に よ って 子供 た ちの 同意 と信頼

を得 る こ とが で き る。

話 し合い を進 め るた め に

1.「 自身 の家 を整 え る」こ との重 要 性 に

つ い て 自分 の意 見 を述 べ る。家 族 に

も話 して もら う。

2.家 族 で朗 読 した り話 し合 った りす る

と良 い と思 わ れ る聖 句 や 引用文 が こ

の 記事 の 中 にな いだ ろ うか。

3.訪 問 の前 に家長 と打 ち合 わせ た方 が

良 い話 し合 いが で きるの で はな いだ

ろ うか。両 親 の責 任 につ い て,定 員

会 指導 者 か ら家長 にあ て られ た メ ッ

セー ジはな い だろ うか蜘
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「教師が最優先に準備 しなければならな幻のは
,

霊性を高めるこどτあり,

これは一人一人が

行なわなければなりません。」

得 る のて す。「見 よ,われ ・ 汝の 智と情 に

告 げ ん とす。」 「これ によ りて汝 にその正

しきを感 せ しむ。」(教 義 と聖 約82,

98)

聖 霊 の力 に よ って教:える教 師 には,は

っ き りとした特徴 があ ります。 い くつ か

を次 に列 記 します か ら,相 互 の密 接 な関

連性 に注 目 して くだ さい。

1.慈 愛 救 い主 は イザ ヤ の言葉 を引

用 して導 き と教 え の業 を始 め られ ま した。
み た ま

「主の御 霊 が わた しに宿 って いる
。貧 し

い人々 に福音 を宣 べ伝 え させ るた め に,

わた しを聖別 して くだ さ った か らであ る。

主 はわ た しを っか わ して… …打 ち ひ しが

れ て いる者 に 自由 を得 させ …一 る ので あ

る。」(ル カ418)

さらに救 い主 は会堂 に いる人 た ち に言

われ ま した。「この聖 句 は,あ なた がた が

耳 にした この 日に成就 した。

…・・す る と,彼 らは みな イ エス ・・… の

口か ら出て来 るめ ぐみ(慈 愛)の 言葉 に

感 嘆 し(た 。)」(ル カ421,22)

み た まによ って福 音 を教 え る人 には慈

愛 が あ ります。 それ は各 人 の謙虚 さや信

仰,そ して 人々 に対 す る深 い永続 的 な愛

に起 因 す る もので す。

私 た ちが ニ ュー ジー ラ ン ドに住 んで い

た頃 は,ほ か のユ ニ ッ トを訪 問 す る責 任

が なか った の で,恵 まれて マ ウ ン ト ・ロ

スキル 第8ワ ー ド部 の福 音 の教義 ク ラス

に出席 して い ま した。 当時 の教 師 は改宗

者 の ジ ョア ン ・ア ー ム ス トロ ン グ姉 妹

で した。 彼女 の レ ッス ンは,祈 りの気 持

ちで準備 した こ とが うかが え る レ ッス ン

で した。 教科 書 を ひ とつの カ イ トと して,

福 音 の原 則 を教 えて くれた ので す。

しか も彼女 の考 え方 には彼 女 自身 の信

仰 が反映 され てい ま した。 ま た レ ッス ン

には彼女 の 人生経 験 が織 り込 まれて い て,

主 が いか に彼 女 に霊感 を与 えて導 いて お

られ るかが わ か りま した。 アー ム ス トロ

ング姉 妹 は外 面的 には決 して 目立 つ教 師

で も弁 の立 つ教 師 で もあ りません で した。

で も彼女 に は備 えが で きてい ま した。 ま

さ にその こ とが,み た まか ら得 られ る慈

愛 を彼 女 に もた ら して いたの です 。 その

同 じみ た まが ク ラ スを治 めて い ま した。

積 極 的 な参 加 はあ って も決 して悪 意 は見

られ す,討 論 はあ って も,論 争 で はあ り

ませ ん で した。奥 義 や1意側 を強調 す る こ

ともあ りませ んで した。 自分 自身 を よく

備 えて い たので,そ うす る必 要 が なか っ

た ので す。生 徒 は啓発 され,高 め られ た

思 いで ク ラス を後 にす る ので した。

教 会 に はア ーム ス トロ ング姉妹 の よ う

な教 師 が た くさん い ます。 み た まの導 き

に心 か ら従 う ことで慈 愛 の心 を養 い,そ

れ によ ってみ た まを受 け て生徒 たち の心

を動 かす ので す。教 師 はそれ それ に個 性

を生 か し,違 う方 法 で レ ッス ンに取 り組

んで い るので す が,こ れ は真理 です。福

音 に対 して博 学 な人 も,福 音 を熱 心 に学

び始 め たば か りの未来 の教 師 も,こ の共

通 の土 台 で結 ひつ いて い ます。

2.証 「す な わち,わ れ汝 らの罪 を
いましめ

許 して この誠 命 を与 う。 ・… 汝 らに伝 え

た る これ らの こ とを全 世 界 に証 す る に,
と

汝 らの心 の中 に厳 か・・… を固 く執 りて失

わ ざ るこ とな り。」(教義 と聖約8461)

現 在教 師養 成 ク ラ スは教 師 の養 成 の た

め にす ば ら しい効=果をあ げて お り,そ れ

はこれ か ら も変 わ らな い で し ょう。 また

テキ ス トは,教 師 が聖 典 や予 言者 の言葉

を引用 して レ ッス ンが で きる よ うに,ま

た レッス ンを 日常 生 活 に いか に応用 す れ

は よ いか わか る よう に準 備 され て い ます。

しか し最 も大 切 な要 素 で ある 自分 の証 を

レ ッス ンに取 り入 れな けれ ば,ど んな テ

キ ス トを使 っ て も生 身 の人 間 を超 えた福

音 の教 師 には なれ ませ ん。教 会全 体 の力

を結 束 した として も,証 を育 てな い教 師,

教 え る ときに 自分 の証 を使 わ ない教 師 を

補 う福 音 の テ キス トを作 り出 すの は不可

能 です。 みず か らの証 の力 に よ って福 音
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入 れ た くな いと断 わ って き ま した。 学 習

能 力 は劣 って い ないの で すが,体 の 自由

が きき ませ ん で し ょう。 みん な にい じめ

られ て,結 局 は学校 に入れ な けれ ば よか

った と思 うよ うにな る だろ う と言 うんで

す。 そ して特殊 学校 に入 れ るよ うに勧 め

て き ました。 で も私 は受 け入 れて くれ る

ように懸命 に頼 みま した。 学校 側 は半信

半 疑 で したが,私 の決 心 は変 わ らなか っ

たんで す。」

「お気持 ちよ くわか ります わ
。」

「初 め は彼 らの言 った通 りで した
。大

きな声 で しつ こ く悪 口を言 って は笑 い も

の にす るんで す。 だれ も遊 んで くれ ませ

ん しね。 最初 の1週 間半 は,毎 日目 に涙

をた めて帰 って きま した。 それ か ら,小

さな奇 跡が起 こ ったん です。 エ リッ クが

●'"陰'」

「エ リックが どうか した んで す か
。」

「もうが まん で きな い と思 った ので し

ょう。 ジェナ に休 み時間 に遊 ぼ う と声 を

かけた んで す。 み んな はそ んな エ リック

までば か に しま した。 そ して,大 声 で悪

口を言 った んで す。 で もエ リック は彼 ら

を無視 しま した。」

私 は 「そ れは う ちのエ リック で はな い

わ」 と心 の 中で っぶ や きま した。

「エ リックは
,い じめ っ子 た ちか ら守

る ため に,ジ ェナ と一 緒 に歩 き ま した。

そ の 日か らエ リッ クは学校 まで ジ ェナ と

一 緒 に歩 き
,休 み時間 はジ ェナ と遊 び,

帰 りは家 まで一 緒 で した。 学校 が始 ま っ

て3週 問 目,男 の子 たちが ジェ ナに石 を

投 げつ けま した。 で もエ リック は,や め

な いと,こ て ん こてん にや っつ ける ぞ,

と言 った んで す。」

こうい う とこ ろは我 が家 の エ リ ックで

す。普通 の 子 と比 べる と5セ ンチ く らい

背 が低 いの で すが,負 けん気 はだれ に も

ひけ を と りませ ん。

「エ リック が断 固 と して そ う宣 言 した

ので,男 の子 たち は きっ と ジェナ をか ら

か うの をあ きらめ たん で し ょうね。 ジェ

ナは今 は何 もか もう まくい って い ます。

ほかの子 供 た ち もジェ ナ と遊 ん で くれ ま

す し,だ れ もあの子 の手 足 に こだわ らな

くな って きた ようで す わ。」

「まあ
,本 当 に良 か った です ね。」

「まだ あ る ん です。」彼 女 は続 け ま し

た。「きの う,エ リック を呼 び止 めた んで
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す。 い ろん な ことが う ま くい って いる の

で とて も うれ しか ったの で,エ リック に

こ う言 い ました。『あ な たは本 当 にや さ し

い子 ね。 そ んな にや さ しい子 にな るこ と

を どこで教 わ ったの か し ら。』もち ろん こ

れ は質 問 で はな く,私 の ほ め言葉 で した。

で もエ リック はす ぐに答 えて くれ た ので

す。『僕 たち の教 会 は,僕 た ちみ んな が良

い子 にな る よ う教 えて るん だ よ。』

ええ,実 際 の と ころ本 当 に驚 き ま した。

そ して尋 ね たんで す。『ど この教 会 へ行 っ

て るの。』

エ リック は答 え ました。『末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教 会。 と き どきモル モ ン教

会 って呼 ばれ て いる んで す。宣 教 師 の話

を聞 きた くあ りませ んか』 って。本 当 に

立 派 なお子 さんで す わ。」

「宣 教 師 の話 を お 聞 き に な りま せ ん

か。」私 は 自分 の声 が そ う言 うの を望 み ま

した。 で も,声 は出 ませ ん で した。私 は

答 え ました。「ええ,う ちの エ リックの こ

とだ と思 い ます。 わ ざ わ ざお電話 を くだ

さ って本 当 にあ りが とう ござ います 。」

ジ ェナ ・ハ ミル トンは その後 間 もな く,

エ リック を必要 と しな くな りま した。 も

ち ろん友達 に は変 わ りなか っ たので すが,

やが て エ リックは,女 の子 をみ ん な 「の

ろ ま」 とか らか う男 の子 た ち と一 緒 に遊

ぶ よ うにな りま した。 そ して ジェ ナ は,

それ か ら1年 ほど して引 っ越 しま した。

そ して私 た ち も引 っ越 し ま した。

私 は誕 生 カー ドに 目を落 と しま した。

そ して,6歳 の と きの この 出来事 は書 か

な い こと に しま した。 あ ま りに も特別 な

経験 で した か ら。

完成 して,少 々重 量制 限 を越 え た誕生

カ ー ドを ポス トに入 れ なが ら,エ リック

がル ー ム メー トに子供 の 頃 の出来事 を読

んで あ げて い る様 を想像 し,と て も楽 し

くな りま した。

電話 が 鳴 った の は金 曜 日の真 夜 中 で し

た。

「お母 さん
,僕,エ リック。」

「エ リック!き ょ.うはあ なた のお誕 生

日よ。 私 の カー ド受 け取 ったで し ょ う。

お金 も。 あ なた は どち ら も気 に入 ったわ

ね。 わか る.わ。 で も こん な時 間 に 『あ り

が と う』 の電話 をか けて こな くて もい い

で し ょう。」

「お母 さん
,ち ょっ と聞 いて よ。 ブ ラ

ッ ドと僕,寮 で思 い出話 を して た んだ。

そ した ら電話 が か か って きてね。 それ が

女 の子 か らなん だ、 そ して こ う言 った ん

だ。

『エ リック
,あ なた は多分 私 を覚 え て

は い らっ しゃ らな い と思 い ます。 ず 一 っ

と昔 の こ とです もの。 私,ジ ェナ ・ハ ミ

ル トンで す。』

『ジ ェナ
,本 当か いPも ちろ ん覚 えて

る よ。 で も,ユ タで何 して るの。遊 び に

来 た の。』

『あ な た と同 じよ うにBYU(ブ リ ガ

ム ・ヤ ング大学)に 通 って いるの。』

『で も どう して
,ど う して君 がBYUに

来 る こ とにな った の。』

『3年 く らい前 の こ となん だ け ど
,お

母 さん と私 が夕 食 の後 片づ け を して いる

と,ふ た りの青年 が ドア を ノッ ク した の。

そ して,自 分 たち はイ エ ス ・キ リス ト教

会 の代 表 者 で,私 た ちに メ ッセー ジを伝

え たい って言 った わ。母 は 「あ りが とう。

で も私 た ちは ま った く興 味 が あ りませ ん

の よ」 と答 え たの。 そ して どう してな の

か わか らな い んだ け ど,母 が 「あ なた た

ち は どこの教 会 の方P」 って聞 い たの。

そ した ら彼 ら は 「末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 。 と きど きモル モ ン教 会 と呼 ば

れて い ます」 と答 えた わ。私 たち は顔 を

見合 わせ て,思 わず 「エ リ ックの教 会 だ

わ」 と言 っ ち ゃ.った。私 た ちは興 味 は な.

か ったん だけ ど,エ リックの教 会 か ら来

た人 は心 か ら もて な した か った の。.それ

か らどの よ うにな ったか はわ か るで し ょ

う。 私 た ちは4回 目の レ ッス ンの後 で バ

プ テス マを受 け たの。』

『ジ ェナ,そ れ はす ごい。 ね え,き ょ

う は僕 の誕 生 日で,今 お祝 いを して るの。

君 は ど こ に 住 ん で る の?行 っ て も い

いP』 」

エ リック は話 を終 わ りま した。私 は と
ほお

め どな く頬 に伝 わ る涙 をぬ ぐって い ま し

た。彼 は長 い間 黙 って い ま した。「それ で」

私 は聞 きま した。「ジェナ の とこ ろに行 っ

た のPど うだ ったP」

「きれ いだ った。」エ リ ック は力 を込 め

て そ う答 え ました。

「足 は良 くな ったのP」

「足P足 な んか ど うだ って いい じゃな

い。」



乙z

県宰【字∩・5張⊃1…坪P・⊇G茸α呈母=～コ

⑦宗率螺∩告素⊃1菖渤⑦尋〕鶏`白障〉∩

叢2法9曾ゑ秘コ…ξ翠1髪(ト管ゑ将⊃19鷺

`=～曾律9茎肯母準⑦猶暴⊃1ンY⑦彦`ユ

∩浸D揮}G豊⑦国王豪2γY鰹王`白宰G

。管禦ユ⑦曾qユ∩附醤ア1(う曾～拳`【4留

(今ユ球撃母蚕主覚=～認謁毒伍}:¥:4η9(汐耳ζ

Ψ…即1暴:>G母老921身愈昌F(ρ尋:薩」

。
.巨累qユ∩号…轟〉∩導ユ

(うG⊃1瞳身陣(ト甲⑦老罰誉鳥:¥二4r一鶏く

キ`∩哩∩。∩!駐翠η∩(}【字曾～4さぴ彊鍵

(噸巨9q=～9⊇c牽老9ユ∩團⊃1詣`⊃1

⊆蛇49(2>6牽哩1賜。一巨ユ〔爵¥Ψ=～⊇(Σ

》量2恒1玉`翠1ユ∩軽コリ老。享率u留

2曾～撚4[劉易(きく4鼻男`⊃擦=～4∩9髪

。ゑ睾∩望(撃ユ暴赫⑦Y呈等⑦尋嵯`撃,

=～2曾ゑ拳胆1⊃鳩厚瞳薯9【字翻暴r二～暴覇

。
.巨累律〉ユ

G3⊃1勲鮨ユ∩!量(}ユGq`⊃1(汐4⑦営

尋⑦刻暴d一乙寧,墓・覇。(へ津詳〉ユ∩革ら豪

母[劉鋼(0羅里1`ユ∩母嬰塁oゑユ壷ア1

翻⑦箪書.巨壁⊃1鼻覇ユqG2尾ξ4∩日隻

。γ耳睾∩蒋ロア1愚鯉`∩(きf∩ユ管客

肯孕呈聰G∩玉罰鼻覇。【今皐認〉ユ∩塗

目‡21墨覇`勲9陣q茸(き畔q1〉ア4(ト2

て字(Σ率ア1ユ～牢⊃1坤⊇さ帽ξ4∩日隻(∂普學

(68rd)「。(Σ毎～き¢藍毒¥

重曾ゑ臨⊃汽～⊇4率`叢障o晒ゆ珊⑦妾

`颯藁輿曇4`蟹肇寧に1薔⑦9算2。曾禦

ししツしい

ユG=～Ω⑦22(ΣGユ悌9(圏本(詠¢…享(}

22曾.巨母皐コ営話旙主鳥⑦号〕薩茸[含璽覆

缶障宰:¥:4∩a慾4・各目。(今魚(き茸勲律自

3∩(}ユ回判;～⊇受qユ健9(圏率9畔軍

`白認〉自》ユ!V禦4撃`象射濠(8:69

酵竈2難〕藤)『魁皇来(ΣG鋼・2つr(i≧4白罫〉

∩v⊃1章』罪1昇二薔皐」。真率Gユ》〕弊白宰

G寧壕嚢妥(∂雰=～曾ゑ母ng図⑦妾`ユ中

⑦「螺景⑦∩騨」ア1醤島¥4r一霊・くキ

oゑ

ユ22(Σ脅⊃1(き甲(Σ宰ユ11呂図⊃1耳[ヨ1母

2「管身くへ母94⊃1身狛」=～ヨξ毒宰:¥

`罪ク(沙茸重¥。4〆「率【う呈=～(Z9ε:8「蛍

聯躍」)「⊃1(～fG毒ユ耳∩蕊・哨∩ユG6

⊃1管身(今障94⊃阻～郵う潭(き膨(}算認料

【婬1⑦告目」`罪1誉鳥¥髭・<4・▽μr〔ム

。
,巨ユコ～⊇(きq2G隊ア1董π(i}#日皐⊃1

鼻署算G卑q景酋「障皐・レ」`⊃19アq灘

翠に～2曾吾宵21鼻蜀母劃白乖螺魚(う皐皐

`罪ゆq=¥妄…9曾ユ∩蝋　昇ゆ2⊇`詳4

。鼻睾白～禦(}鯛写姻蟹ユ

》箪蝉厚コ9皐`犀9墾劉盈導(～【4回⊃1

切目⑦翼平`こL準準【慣解1…鼻1輩⑦Y⑦髪

。「y吾…窪リミ～畢潔1η4柳∩母[ヨξ}`⊃匹甲

Q図2[劉Y4G量奉蟹:¥:`判舞⑦二～～拳4

∩骸豪缶黎宰¥。=¥∩ユ(22=～(～蕃牽夢

9ヲG螺辱【ヘユ∩豪ユ宗歩源[直}冨。γ吾準

∩<4α〔}回翠19螺蒋`鰹ゑユ(ρ4(ヘユGΨ

軍鰹野解⊃1謁専引呆期04∩翠【へ準∩ユ悌聖

Ψ健彦`ユ∩9口牽留畢Ψd一工4・⑦壬

'邑(∂騨ム⑦獲癬～窪`Ψ互ユ=～2(∂集曹

。#ユ⑦障貝号
き四呆一

⑦沼墨⑦(商4ゑi響〉∩ヨ1孕悪。.巨ユQ回
むい

2健老(}宰=～4勲G矧景舞惣ゑ翠q9

像亭駕互磁(∂遜劉ユ(4と⊃橡⊇=～⑦昇…囹
ソけ

`勲自G葺♪Ψ珊⑦鼻4挫。#準(うユリ4

是二～哩qユ鴇〉〕F2弱団`ユ4群茸(乙

:1ε1窮竈2難〕巽)「豫購羅璽c～宰=～Ω」鰹
みラコ

⑦味曾.巨準劉牽η妾ア1麗`罪に1〔濠竈コ～讐

聯。.巨準q留2G螺》ユ》髪母駒目⑦日

皐`⊃1(圏4曾ゑ胡盈豪隼⑦栄尉(汐[劉斑

(681gd)「(6Z:9Z4喜一ま)『。∩誉・/ゑ)蝉
ヨの

孕り⊇4準.(馨レ(享`耳〕蝉景η2紫1翼勲9

潭曾隷魂q珊白甲・ワ喧∩¥k日母冒ξ(∂妾⊃1

二～律9コ～坂癬りく¢(緊∩(}`2算皐。ア耳

妹薯ユQ鋼⊃1薔⑦老藁昇;#a斐豪ヨξユ∩1婆

⊃1り9(}ユ⊃IY叫ユ宰身(き〕鰍`βq』

。(髪り99～ユ∩⊃1

く49E拍孕草⑦2⊃1宰=～4∩E拍躍ユGG⊃1

孟鳥尋弊⊃1ム4r∠罪1…享。(Σ～牢ユ(き【字者目

ρ…印IG=～Ω9(}`(きく4菖諺雷主晶⑦ミヲ〕薙

曾.巨県裂‡llG20。(Σ～禦ユ董卯ぎ¢∩灘⑦

c4・Σ^罪にウ.巨94(}母昂zk21Y薔コ号蓄

身9甲⑦⊇。q潭9準判ユ!禦罪1⊃1号鷺(∂

缶茸宰¥⑦Ψ蝉劉悌2∩4∩。くへ毒(う蟹

。n41再⊇β(身⊆2:θに).⑦卑⊆}.臣畢菖21箪口毫讐罐⑦琴猛`(コ聖

ユ⑦卑理u:9】ζ号ユつ?【狙一⑦¥專劃聾割:21昆望幽⑦製立●

告冒96ヤ≡≒F986τ/菓(0彰百置

⊃19呈判Y毒9甲⑦老コ～『#ユ告十ユ〆し9

コ`9<4認⑦=¥∩母[ヨ昂⑦叢⊃1茜≧6‡～,こ荏

ユ6認』o受qユ吾皐否製孕Ψ召⊃1ら卑鋼一

像二～〉潭《石`ユ∩q}宗玉ユ{チ目=～(Σ禦ユ

223告十ユ∩コ～[ヨ呈⑦薔=¥∩日然4η2

`勲薪景白要孝⊃1…耳⊃低¢老Ωユくへ源∩豪[ヨ

皐4G誹峯9〈4つ'草摯=～り宜`ア,〉多⑦Y

詣」。ゑ…魚、ユ蕊・皿9⊇ユ中⑦「輻翌(∂∩

灘」暴暴1(ρ彦測(菖尋導首嘉製単♪=十寧襯

宗)醤島¥・1r一黒くギ・Aい一吾く》・×

.鳥「鴫
」興搬9黛⑦『

妾`ユG禦64・Σ^判量M(∂鼎墓(汐L』■

(愚覇到畢ヨー乙Zε罵半ロr
`頸畢幸一壬Y半□r・6;τ)

一4レ委・一直丁6

暑量認

.穣

叫蟻
藻

㌶ 》
勲羅

oα⊆・こPnユ⑦、り旦(ヨ&

捌し客一自8つ蓄[里?昇塁1`卑?しヒ老
oα⊆こPつユ⑦卑(薯i皐ユユcマ:⊇K角

Ckiを⑦レ駆レ⑦=P薫`到(η迎口母1

鍔1劉簾碁



「重大な罪の場合,

適切な権威ある者に

告白するこどの大切さは,

聖典に繰り返 し強調されτ幻ます。」

の ことを言 わ ない こ とに な り,主 の し も

べ に反対 する こ とは主 に対 して反対 す る

こ とにな り,福 音 の鍵 を持 っ教 会幹 部 の

兄弟 たち に対 する違 背 は いずれ も主 に逆

ら う思 い と行 為 に等 し くなる ので あ る。

主 は これ につ いて次 の よ うに述 べ てお ら

れ る。『そ は,わ が僕 らを受 け入 る る者 は

わ れ を受 くれ ばな り。

また,わ れ を受 け入 る る者 はわ が父 を

受 くるな り。』(教 義 と聖 約84:36-37)」

(「赦 しの奇 跡」p.93)

重 大 な罪 の場合,適 切 な権 威 あ る者 に

告 白する こ との大切 さは,聖 典 に繰 り返

し強調 され て い ます。

「見 よ
,お よそ すで に その罪 を悔 い改

めた る者 は赦 され,主 な るわれ もはや こ

れ を忘 るべ し。

人罪 を悔 い改 め しや否 や は,見 よ,彼

は 自 らこれ を告 白 しその罪 を捨 つ べ けれ

ば,そ の悔 い改 め た るこ とは これ に よ り

て知 るを得 べ し。」(教 義 と聖 約58:42-

43)

「その罪 を悔 い改 め て これ を 白状 した

者 は,み な教 会 の聖徒 らの 中 に数 え たけ

れ ども,

そ の罪 を白状 せ ず悪事 を悔 い改 めな い

者 は みな教会 の聖 徒 の 中か ら除 かれ その

名 を削 られ た。」(モ ー サヤ26:35-36)

「され どこ の主 の聖 日に於 て は
,い と

高 き者 に汝 の捧物 と聖 式 とを奉 りて,兄

弟 た ちに向 い主 の前 に於 て 汝の 罪 を告 白

する を忘 るべ か らず 。」(教 義 と聖 約59:

12)

「赦 しの奇 跡」 第13章 で
,キ ンボール

大管 長 は この質 問 を さら に掘 り下 げて,

こう語 って い ます。

「告 白 は平安 を もた らす
。 多 くの 人々

が私 の事 務所 に来 て,長 い 間抱 いて い た

重 い気持 ちか ら解 放 され て帰 って行 った。

分 か ち合 うこ とに よ って彼 らの重 荷 は軽

くな ったの であ る。彼 らは 自由 にな った。

真理 が彼 らに 自由 を与 えた。」(p.197)

28

サタンの力の限界はどの程度で し

ょうか。サタンは人間の心に思い

を吹き込むことができるのですか。

私たちの思いを見抜くことはでき

ますか。

解 答 者

ロー レ/ンス・R・ピー ター ソン ・ジ ュニア

(ソル トレー ク ・プラ イ トンステ ーキ 部

バ トラ ー第31ワ ー ド部監 督)

ルモ ン経 で言 われ て い る最:も印象

モ 的 な教 えの ひ とつが,人 間 に対 す

る サタ ンの力 は,人 が邪 悪 に なる につれ

て強 さを増 し,つ いに その人 は 「悪魔 に

捕 え られて」「地獄 の鎖 」(ア ル マ12:11)

に縛 られて しま うこ とです。 サタ ンの方

法 は,人 をそ その か し,誘 っ て,絶 えず

「人々 の心 」(IIニ ー フ ァイ28:20)の 中

で活 動 しなが ら,人 の思 いに影響 を及 ぼ

す とい うや り方 で す。 ニー フ ァイ は寒気

を も よおす よ うな言 葉 で,「(悪 魔 は)耳

に さ さや いて一 度 かか っ た ら決 して逃 れ

られ ない恐 ろ しい鎖 で とう とう縛 っ て し

ま う」と,そ の方法 を述 べ て い ます。(II

ニー フ ァイ28:22)

しか し,サ タ ンの力 は抑 制 で きな い も

ので はあ りませ ん。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは,

私 た ち が み ず か ら を 引 き渡 す 以外,サ

タ ン に私 た ち を 支 配 す る 力 は ない と教

えて い ます。(「予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス

の教 え」p.181参 照)ま な,ニ ー フ ァイ

は,民 が正 しい とサ タ ンが無 力 にな り,
ただ

「聖者 の 民 が義 しい生 活 をし(た か ら)

サ タ ンは民 の心 を支配 す る力が な く」(1

ニ ー ファイ22:26)と 説 明 して い ます。

この,サ タ ンが入 を捕 らえ る とき とま

った く無 力 な と きの両極端 の間 に,人 を

誘 い,そ そのか す力 が強 くな り弱 くな り

して存在 す るの で す。霊 で あ るサ タ ンは,
きつこう

霊 の領 域 で神 の み た ま と拮 抗 しな が ら働

きます。 で す か ら私 たちの 自由 意志 は保

たれ,私 たち は善 悪 の選 択 が で きます。

リーハ イが,「人 間 は も しもあれ に誘 わ れ

これ に誘 われ な けれ ば,随 意 に選 び行 う

こ とはで きな いの で ある」(IIニー フ ァイ

2:16)と 教 えて い る通 りで す。 サ タ ン

が私 たち を悪 に誘 え ば,聖 霊 は私 た ちを

徳 に 「導 き」ます。(モ ー サヤ3':19参 照)

人 には 自由意志 があ りますか ら,聖 霊 も

悪霊 も人 の意志 に反 して その 人 を コ ン ト

ロー ルす る力 は持 ち ませ ん。

霊 に働 くこの両 勢 力が,ど ち ら も人の

知 と情 に,聖 典 に よれ ば人の 心 に直接働

きか けて,そ の 人 は 自分 の意 志 で ひ とつ

を選 び,も う ひとつ を無視 す るこ とに な

ります。 す る と勢 力 の変化 が生 じ,永 遠

の生命 に近 づ くか,滅 び と悲 惨 に向 か う

か,い ずれ にせ よ一 歩 が始 ま るわ けで す。

バ プ テ スマ を選 び聖 霊 の賜 を受 け た人 が

神 の影響 の側 に大 きく寄 る一方 で,悪 ゆ

えにパ ウ ロの言 葉 の よ うに良心 に 「焼 き

印 を お され(た)」(1テ モτ4:2)人
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「その 好 むところに:徒っで」

七十人第一定員会会長会
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い 鑑 怨難 ξ魔 灘 ・
ろ うと思 わ れ ます。次 のよ う な内容 で す。

ある 日の こと,教 会 の ある訪 問者 セ ンタ

ー で
,案 内人 の と ころへ ひ と りの老 人が

近 づい て きて,自 分 は教会 員 で あ るが,

若 い ときか ら,も うず っ と教会 と はかか

わ って いな い と話 しか けま した。 態度 が

悪 か ったので 日曜 学校 の ク ラス か ら追 い

出 され たの だそ うで す。 その 日以来 教会

の建物 の 中 には一 歩 も足 を踏 み入 れ た こ

とが な く,さ らに子供 や孫,ひ 孫 を合 わ

せ る と100人 を越 す に もか かわ らず,だ れ

も教会 員 で はな い との ことで した。

私 の聞 いた ところで は,こ の話 の意味

す ると ころ は,日 曜 学校 の役 員 が怒 りに

まかせて性 急 な行動 に出 た結果,恐 ろ し

い代価 を払わ な けれ ばな らな か った とい

うもので す。 しか し私 た ち は,日 曜学校

の役員 の側 の話 を聞 いて い ません。 まし

て や,み ず か らと った行 動 の責 任 を忘 れ,

決 して 人を許 さず,悔 いよ う と しない青

年 の苦 悩 と憎 しみ の歳 月 を考 え るこ とも

しません。 それ らは彼 自身の 人生 のみ な

らず,多 くの 子孫 の人生 を も毒 して きた

の です。

この話 は悲 劇 で満 ち て い ます。 その悲

劇 は一体 だれ の責 任 で,ど う した ら避 け

る ことが で きたの で し ょうか。

教 会 の ステ ーキ部 を訪 問 す るた び に,

日曜学校 や若 い女 性,ア ロ ン神権 定 員会

の各 ク ラスで若 い女 性 や若 い男性 を教 え

る教 師 が直面 して いる問題 の報 告 をよ く

受 け ます。神権 指 導者 が 次 の教 師 をなか

なか見 つ け られ な いほ どの ス ピー ドで,

教 師 が次 か ら次 へ と代 わ ってい くとい う

ので す。 こう した実状 を考 えて み る と,

教 会 が いか に効 果 的 な教 師養成 プ ログ ラ

ム を必 要 と して い るか がわ か り ます。 し

か し確 か に その必要 はあ りますが,不 幸

な事 態 の責 任 が教 師 にあ る とは私 に は思

えな い.のです。

私 は何 年 もの間,自 分 の入生 に起 こ っ

たあ る経 験 に心 を悩 ませて きま した。私

が働 いて いた地 区 で は,地 方 の高校 に隣

接 して週 日の セ ミナ リーが 開設 されて い

ま した。 あ る年 度 の途 中 で健 康 上 の理 由

か ら教 師 が ひと り欠員 にな りま した。 そ

こで私 が呼 ば れて,一 時期 で すが代 わ り

が見 つか る まで,や めた教 師 の クラ ス を

毎 日受 け持 つ こ とに な りま した。 多 くの

点 で それ はす ば ら しい経験 で あ り,思 い

出 して も楽 しい もの で した。 しか しあ る

クラ ス に,か な り手 のか か る男 の 子 が い

ま した。彼 は高 校 の最 上級 生 で,才 能 に

恵 まれ,頭 もよ くて,ほ かの生徒 に も人

気 が あ り,大 き な影 響 力 を持 って い ま し

た。 しか しセ ミナ リー クラ スで の彼 の行

動 は概 して分 裂 的 で,反 抗 的 な態 度 を と

る ことで皆 の注 目を集 め よ う として い ま

した。

ク ラスの 中 に霊 的 な事柄 に つ いて学 ん

だ り話 し合 った りで きる雰 囲気 づ く りを

した い と考 えて い た私 は,こ の青 年 の悪

ふ ざ けに イ ライ ラの し通 しで した。 と こ

ろが彼 の方 は と言 えば,ほ かの 生徒 の注

目を浴 びた い一心 で した。 ふ た りだけ で

何 度 か面接 を して も まった く効果 があ り

ません。 面接 の とき には確 か にわ か った

と言 うので すが,次 の授業 で は また クラ

観

肇繍

口諺

購瞬

スを ぶち壊 す ので す。

高 校 の カ ウ ンセ リング の先生 に相 談 し

た ところ,彼 は片親 の家庭 に育 ち,高 校

の ク ラス で も絶 えず問題 児だ っ た との こ

とで した。 しか し能 力 テス トの点数 は平

均 以上 な ので す。

ク ラス の秩 序 と管 理 を維持 す るの に決

定 的 な手段 を講 じな けれ ばな らない 日が

と うと うや って き ました。 その 日も彼 が

クラ スの雰 囲気 をめ ち ゃめ ち ゃに した後,

私 は彼 に一 緒 に教 室 か ら出 るよ う に言 い,

これ以 上 ほか の生徒 を犠 牲 にで きな い こ

とを話 し ました。行 動 を慎 ん で セ ミナ リ

ー の ク ラス に必 要 な霊 的雰 囲気 を保 つ よ

う協 力 しな い限 り,も うク ラス には歓迎

で きな い と言 ったの です。 彼 は何 も言 わ

ず にく る りと後 ろ を向 く と,建 物 か ら出

て行 き ま した。 それ以 来 二度 と彼 の姿 を

見 か け る ことは あ りませ んで した。

そ の 日の午後 に彼 の母親 か ら電 話 があ
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自分の欠点は棚に上げτ,

互〃3に生活に深くかかわ っτのる人に

責任をなすりつけτ幻るうちは,

双方に不幸な思のが続くだけどす。

女 が錯覚 して いるの で はな いか と思 い ま

した。 それ で も彼 女 は言 い張 りま した。

「いい え
,お しゃべ りばか りして いた月

が あ ったの です。 先生 か ら注 意 され た に.

もかか わ らず,言 うべ きで はな い失礼 を

申 しあ げて しまい ま した。 す ると先生 に

教 室 か ら出 る よう に言 われ て,私 はび っ

く りしま した。私 をその よ う に罰 した先

生 はひ と りも いませ んで したか ら。私 は

出 るの を拒 み ま した が,先 生 は私 を廊 下

に出 した とこ ろで,き ちん とで き るよ う

にな った ら戻 って もよ い とお.っしゃっ た

の です。

私 は 自分 が惨 めで な りませ ん で した。

そ して,ど うや った ら仕返 しが で きるか

と考 え てい ま した。父 は地 元 の有 力者 だ

ったの で この こと を聞 いた ら黙 って い な

い で しよう。

で も,後 にな って その 日の こと を冷 静

に考 えて み る と,先 生 が正 し くて私 が間

違 って いた こ とが わ か りま した。 ほ かの

先 生 や友達 は,私 の そん な態度 をず っ と

黙認 して きたので す。 今 まで気 づ か なか

った 自分 の性格 を発 見 して,変 えな けれ

ば と決 心 しま した。 それ で私 は ク ラス に

戻 る と,教 室 での 非礼 を先 生 に おわ び し

ました。 それ は私 の人 生 で とて も大 切 な

転 機 で した。先 生 には いつ も感 謝 して お.

ります。」

これ はあ る若 い女 性 が失 敗 の中 か ら 自

分 の責 任 に気 づ き,正 義 のた め にふ さわ

しい行 動 を と った例 で す。 この こ とか ら

深 く考 えさせ られ ました。 この女性 と,

セ ミナ リーの ク ラ スか ら同 じ よう にして

出 され たあの青 年 との 間 にあ る この違 い

を ど う受 け とめ た らい いので しょ うか。

同 じ状 況 で それ ぞれが 示 した反応 は,そ

れ か らの長 い人生 にどの よ うな違 い とな

って現 わ れて い るで し ょうか。 同 じよ う

な状況 にあ るほ かの人 々 は ど うで しょ う

か。

両親 も教 師 も指 導者 も友 人 も,み んな

愛 と関心 と助 け を与 える責任 が あ ります。

しか しその責 任 と,愛 と関心 と助 け を受

ける側 の人 の責任 と は,ど こかで合 流 す

るので す。他 人 との論 争 や あ つれ き にか

か わ るこ とが 多い人 は,自 分 が 一体 どの

程 度 その問題 の要 因 にな って い るか,正

直 に 自分 の心 に尋 ね て み るべ きで す。 自

分 や他 人 に とって害 にな る ようで あれ ば,

行 な いを正 す責任 があ ります。 自分 の 欠

点 は棚 に上 げて,互 いに生 活 に深 くか か

わ って い る人 に責 任 をなす りつけ て いる

うち は,双 方 に不 幸 な思 いが続 くだ けで

す。

モル モ ン経 の よき教 師で あ り指 導 者 で

ある アル マ も,一 向 に反 応 を示 さな い人

人 の心 を ど うにか して動 か そ う と,じ り

じ りして い ました。 そん な欲 求不 満 を次

の よ うに表現 して い ます。「あ あ私 が天使

にな って私 の少 の願 いを達 す る ことが で

きた ら善 い もの を。私 の願 い と は出て行

って神 の ラ ッパ の よ うに地 を震 わせ る声

で話 し……。」(ア ル マ29:1)

お そ らくアル マ は,拒 まれ退 け られ た

アモ ナイハ市 で の経 験 を思 い出 して いた

の で し ょう。 人 々 の足 もとの地 を震 わ せ

るこ とがで きた ら,驚 か して服従 させ る

こと もで きた か も しれ ませ ん。 しか しア

ル マ はそれ は神 の方 法 で はな い こと を知

って いま した。

「私 は 多過 ぎ る希望 を も って正 義 の神

き

の堅 い取 り極 め を不 満 に思 って はな らな

い。 なぜ な らば,人 が死 を願 うの に も生

を願 うの に も神 はこれ に応 じた まい,人

の心 が救 い を求 め るの も亡 び を求 め るの

も神 はこれ を許 した もう と言 う こと を知

って いる か らであ る。

善 も悪 も一切 の人 々 の前 にあ る。善 と

悪 と を区別 す る ことの で きな い者 は これ

を責 める こ とがで き ない。 しか し,善 悪

の 区別 を知 る者 は善 を好 む も悪 を好 む も

生 を好 む も死 を好 む も,ま た喜 び を好 む

も良心 の とがめ を好 む も,各 々 その好 む

と こ ろ に従 っ て与 え ら れ る。」(ア ル マ
〆

29:4-5)

ひ とた び何 が善 で何 が悪 か がわ か った

ら,私 た ちは 自分 の行 な いに 自分 で責 任

を とらな けれ ばな りません。 良 い両親 を

持 つ こと は とて も大切 な こ とで す が,良

い息子,娘 で ある こ と も同 じよう に重 要

です。 つ まる とこ ろ,責 任 は私 た ちに あ

るの です。 良 い教 師 や指 導者 に恵 まれ る

こ とは大切 な ことで すが,良 い生徒,良

い支 持者 であ る こ とも同 じよ うに大 切 で

す。 自分 の責 任 を他 人 の肩 に負わ せ る こ

とはで きませ ん。主 は現 世 の生涯 を,自

分 勝 手 な行 な いの結 果 が ら最 終 的 には逃

れ る ことの で きな い場 として造 られ ま し

た。 ・

若 人の皆 さん,教 師 や ア ドバ イザ ー,

指 導者 が ふ さわ し くな い し,お も しろ く

ない と感 じた とき には,は た して 自分 自

身 は良 い生徒 であ る のか,ま た定員 会 の

兄弟,息 子,娘 と して立派 で あ るか,正

直 に心 に尋 ね て くださ い。 自分 も含 めて

みん なが,持 って いる可能 性 を伸 ば せ る

よ うに,一 生 懸命 取 り組 んで い るで しょ

うか。 それ と も,時 々起 きる問題 の原 因

にな って い る 自分 に言 い訳 を探 して い ま

せ ん か。 もし過 ちを犯 して も,自 分 の責

任 を認 め て,も っ と良 い ことを し よう と

い う勇気 と誠実 さを持 って い ます か。

い つの 日か私 が教 会 の どこか を訪 問 し

た ときに,次 の よ うな言葉 で私 に近 づ い

て くる男性 が現 わ れ る よう に希望 を持 ち

続 け たい と思 い ます。「私 を覚 えて い ます

か。 あの 日あ なた の セ ミナ リー クラ スか

ら出て行 った生徒 で す。 あの と き私 は人

生 の大切 な教 訓 を学 び ま した。 す べて が

良 い結果 を もた ら して い る ことを あな た

に知 って いた だ きた い と思 い ま して。」

その と きこ そ,あ の 日以来20年 間 心 に

か けて い たこ とが消 え去 る 日なの です。

そ して,彼 の夢 に悩 まされ る こ とも,も

う な くな るで し ょう。
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BYUの 強 肩パ ッサ ーで あ る クォー ター バ

ックの ロ ピー ・ボ ス コ兄弟 。全 米 最優 秀

選手 に贈 られ るハ イ ズマ ン賞 の候補1こノ

ミネー トされ たが投 票 の結 果'では第3位

とな った 。

聾
壌

ピオンに輝 いた ことは,大 学 にとっても,

州 にとっても,ま た教会 にとって も偉大な

ことです。 しか しそれ に加 えて,チ ームメ

ンバーの中の52名(40パ ーセ ン ト)が 帰還

宣教師 で占められているという事 実は,注

目に値 します。……報道機 関は,単 にBYU

の成績 だけでな く,チ ームメンバーの 日常

生活や道徳規範,ま た教会の信 条にまで触

れて,当 教会の真実 の姿 を伝 えて くれてい

ます。」

世界的心臓外科の

権威ロバート・:E・

ファウルズ博士来 日

世
界的な心臓外科 の権威で あるロバー

ト・E・ ファウル ズ博士 が去 る12月,

東京女子医大主催の心筋症 シンポジウムに

招 かれて,キ ャサリン夫 人と共 に来 日した。

ファウルズ兄弟 はハーバー ド大学医学大学

院を優 等で卒業 した後 スタンフォー ド大

a

学 メディカルセンターで心臓移植 チームに

加わ るなど,心 臓病の専 門家 として世界的

に高名 である。現在は ソル トレー ク ・ク リ

ニックで医療活動 に携 わるかたわ ら,米 航

空宇宙局(NASA)の 宇宙飛行 に伴 う医学

上の問題 を研究す る委員会 のメンバー とし

ても活躍 している。

今回 ファウルズ兄弟に同行 したキャサ リ

ン夫人 は,日 本の地 を奉献 した第7代 大管

長 ヒーバー ・J・グラン トの曽孫 にあたる。

ここにフ ァウル ズ兄弟姉妹 の証 を紹介 す

る。

「曽祖 父 が 奉 献 させ ていた

だいたお国に来 れて,感激

です1キ †サリンワァゥルズ姉妹

私
たちは,末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教会で教 え られている福 音を実践す

ることによって心 が平安 になり,幸 福 な生

活を送 ることがで きます。私がそ う確信 し

たのは,20代 初めで した。 この世 の誘惑 は

大 きいです。サタ ンは,酒 やタバ コを飲 め

ば友達 もで きるし,本 当の親 しいつきあい

ができると言 って誘 います。私 は断言しま

す。 そのようにしてできた友人関係 や親密

な間柄 は決 して長続 きしません。状況が変

わればもう終わ りです。 それ に対 して,神

との霊的 な交わ りは,私 たちの方で断ち切

らない限 り永遠 に続 きます。神 は決 してご

自身で扉 を閉 じられることはあ りません。

閉 じるのは私 たちの方 なのです。

私 は今 まで世界各地 を旅 し,い ろいろな

国々の教会員の方 とお会 いする機 会があ り

ました。 そして,福 音 を実践するために私

たちよ りもず っと大 きな犠牲を払っている

方がたくさんお られることを知 りました。

犠牲 を払 うの は大変 ですが,そ の大変 さの

中に私 たちを強 くしてくれ るものがあるの

です。今,私 は日本 に来て,日 本 の教会員

の方々が犠牲 を払いながら知恵の言葉 を一

生懸命守 ってお られるのを知 りました。 お

茶やお酒 など,お 断わ りす るのが大変 なこ

ともあると思 います。私の住んでいたカ リ

フォルニアで はワイ ンを振 る舞 うことが生

活の一・部 になっていて,時 々むずか しい状

況に追 い込 まれる こともあ りました。 しか

し今 までの経験か ら,培 って きた友情 の質
し こう

が高ければ高 いほ どそれが互いの嗜好 に左

右 されないことがわかって います。

皆 さん も同じだと思 い ますが,私 の育 っ

た東部では,教 会に出席 した り神殿 に集 っ

た りするのに遠 い道の りを通 わなければな

らない人がたくさんいます。 それで も彼 ら

は,大 きな犠牲 をもかえ りみずに主を礼拝

す ることによ りどれほ ど豊かな報いが得 ら

れ るかを知 っているのです。

私 たちは,福 音の原則 を生活 に取 り入 れ

れば取 り入 れるほ呂 充実 した幸福な生活

を送 ることがで きるようにな り,た くさん

の ことを達成で きるようにな ります。 また

困難な問題 に直面 しているときは,自 分 に
そな

具 わっている霊の力や兄弟姉妹 たちの助 け

によって力 を得,ま た今 までに得た祝 福の

数々を思 いめぐらしなが ら努力する ように

してい ます。主 は苦難 を乗 り越 える力 を私

たちに約束 しておられ ます。 そ して苦難を

乗 り越 えたとき,私 たちは人の手 になるも

のによっては決 して生 み出すこ とので きな

い 「高 い」思いを得 ることができるのです。

私 はヒーバー ・J・グラン ト大管長 の曽孫

として,日 本の兄弟姉妹 にこの証 ができま

すことを心か らうれ しく思 っています。

　

「私 たちの 細 胞 は年 々新

しくなっていきます、で は,

霊 はどうで しょうカ㍉

ロパ ー ト・E・フ ァウ ル ズ 博 士

の半生 を通 じて,主 はたくさんの祝

私 福 を私 にくだ さいま した。 その中で

最大の ものは,証 です。それ も,モ ルモ ン

経 を読 んでそこに書かれている救 い主 につ

いての記述 に触 れなが ら,少 しずつ得 て き

たものです。
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や,ち ょっとした時間 を使 って覚 えるよう

にしていました。 また,多 くの兄弟姉妹 た

ちが,練 習 に来るために大 きな犠牲 を払 っ

て くださいました。

そして,人 の知 恵や考 えでは克服す るの

か とうして も無理 だと思 うような試練に直

面 した姉妹 もいました。私 たちは共 に話 し

合 い,証 を述べ,断 食 をして,す べてを主

にゆだね,天 の助 けを求 め ました。

そのほかにも,こ こにご紹介 できないほ

ど多 くの祈 りと涙 と犠牲 とがあって,よ う

やく当 日を迎えたのです。

リハーサルで歌 っているときに,聖 歌隊

員の一人一人の 目がまるで天使 のように輝

き,文 字通 りみたまによって賛美 して いる

のを感 じたとき,そ れまでの不安 かすべて

消 え,力 に変わるのをよく知 ることがで き

ました。

また本番直前に,私 が心か ら愛 し,尊 敬

する兄弟 と共 に時間を取 って祈 ったときに,

人の声ではなく,み たまの声でイエスが キ

リス トであるとい う証 を聞 きました。 その

兄弟の霊性 と神権の力に,ま た多 くの兄弟

姉妹 たちの祈 りに支 えられ,強 め られて本

番 に臨むことがて きたことに心 か ら感謝 し

ています。

「音楽 の夕べ」の中ては
,ク リスマスキ

ャロルを中心 にした讃美歌 のほか に,歌 と

スラ イ ドによ って救 い主 イエス ・キ リス

トの生涯 とそのみ業 について紹介 し,教 会

員 だけでなく,多 くの求道者の方々と共 に

特別な思 いを感 じることがで きました。父

なる神様 は礼拝堂 にあふれ るほ どのみたま

を注いでくださり,あ たか も天上 の聖歌隊

を遣 わして くださったかの ようで した。最

後の曲の「おお聖 き夜」の中で,聖 歌隊員一

人一人が流 す涙 を見て,そ のことをはっき

h

汎

撫

りと知 ることができました。

シェア ・ライツ ・カンパニー(光 を分か

ち合 う仲間た ち)と いう名称 で組織 されて

1年 あま りにな りますが,そ の間に多くの

発表 の機会 を得 ました。 また,渋 谷 イ ンス

ティテ ユー トの聖 歌隊 として位 置づけ られ

憲

て,た くさんの祝 福をいただいて きました。

聖歌 隊は,歌 うのではなくて賛美をするこ

と,ま た主 に賛美 を捧 げるため に最大限の

努力を して備 える必要があるの を身をもっ

て学ぶことができました。発表の機 会ごと

に,た くさんの兄弟姉妹 たちが賛 美の美 し

さと力を感 じ,そ の中か らイエ スがキ リス

トであるという証 を得 てきました。そのよ

うな兄弟姉妹 たちの喜 ぶ姿 を見 るとき,神

様の大 きな愛 と,共 に働 いてくださった方

方 に対 する感謝の気持 ちが深 ま り,大 きな

喜ひ に包まれるの を感 じます。

神 様は私 たちが心 を込 めて賛美する とき
こた

に,多 くの祝福 を与 えて応えてくださり,
よろこ しカ

「すべて心 の歌 は
,わ れの悦 びな り。然 り,

た ノ

義 しき者の歌 はわれ に対 する祈 りなり。彼

らの頭に祝福 を与 えてその応え となさん 」

(教義 と聖約25:12)と い う約束 を果た し

てくださる ことを証 いた します。(レポータ

ー .東 京渋 谷 イ ンス ティテ ユー ト聖歌 隊

長 ・武田修)

撫繍覇 轍羅灘F鑓 櫓騒 鍮

轟簸

?

鼠 轟 編 ・
睾 』購

嫌i癖 細 甲榊か 像

総 醸 響
夢贈 蜜

臨 罎 縄
≧ 攣隔

主 蟻ま

盛監む 監 罫 瞬 織 蝋 ・
聾i集 垂

ゐ
識
霧

ミ

"噸 蝋 蝿 灘欝 鐡 嚢
・霧

ヤ

、

購 翻 麗
山口県柳井市の市政50周 年記念行事に
ケ ン ト・ギルバー ト兄弟 を招請

市
長

と
共

に
オ
ー
プ

ン
カ
ー
て
パ

レ
ー

ト

に
参

加

す

る
ケ

ン
ト

・
キ

ル

ハ
ー
ト

兄
弟

昨
年の11月22,23日 の両 日,山 口県柳

井市の市政30周 年記念,新 市庁舎落

成,山 口県ふるさとまつ り,柳 井 まつ りを

同時に祝 う記 念行事が盛大に くり広 げられ

たが,そ の一環 として ケン ト・ギルバー ト

兄弟 にも多忙 なスケジュールの中,参 加 し

ていただき大変好評 を博 した。 それ はまた

多くの市民の前 に末 日聖徒 イエス ・キ リス

ト教会 の所在 を広めることにもな り,伝 道

の一役 を果 たす ことができた。

そ もそもギルバー ト兄弟 を招 請するきっ

かけ となったのは,彼 の著書 「面 白大国ニ

ッポ ン」 の中で,柳 井で伝道 した当時 を振

り返 り,日 本での故郷 は柳井だ と書 いてい

るのを目にした ことか らである。

8月 のある日,私 が私用で東 京へ行 って

の帰 りに偶然 にも東京 ステーキ部長 の新 山

靖 男兄弟(籾 腓 支部 出身)と 同席 した。 ケ

ン ト・ギルバー ト兄弟 のことを話 したら彼

を良 く知 っていると言う。 それな らばぜ ひ

柳 井市政30周 年記念 行事 の ため に一役 買

ってほ しいとお願 い し,約 束 して帰った。
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「クモラの丘霊園」

第2期 分譲の

お知らせ

も ろ やま

モラの丘霊園」は,埼 玉県毛 呂山「ク
町にあ り,池 袋駅 から約1時 間,

おご せ

東武越生線 の武州長瀬 駅下車徒 歩5分 の所

にある 「武 蔵野霊園」 内に位置 します。

教会は本来墓地経営はいたしませんが,

当時の大管長 であったデ ビッ ド・0・ マ ッ

ケイ大管長 が 日本人の風俗習慣 につ いて特

別 な理解を示 してくだ さり,教 会 としては

異例で したが購入が許可 されま した。

その後,造 成工:事が行 なわれ,1982年9

月19日,ブ ラ ッ ドフォー ド長老 の奉献の祈

りの後 に第1期 分譲が開始 され,現 在 まで

に95の墓 所 の永代 使用権 が教 会員 の手 に

移管 され ました。

さて,このたび4月1日 か ら第2期 募集が

開始 され,一 区画3平 方 メー トル26万 円で

分譲 され ることになりま した。このたびの募

集の特徴 は従来 の 「一括払いおよび大信販

ロー ン」 に加 えて,新 たに無 利子 の分 割払

いを採用 した ことにあ ります。 この方法 に

よると,毎 月の支払 いの額 が4千 円台 まで

下がるため,今 までよ りも多 くの教会貝,

特 に独身 の兄弟姉妹 たちにも墓地購入が可

能 とな りました。

また,東 京近郊 だけで はな く,日 本 中の

聖徒 たちにご利用いただけるように,銀 行

の自動振替手続 きの取引金融機 関の枠 をで

きるだけ広 げるようにいたしました。 この

ような配慮 は,特 に東京神殿参入プログラ

ムが活発 に行 なわれるようになって以来,

霊園の購入者の範囲が東京近郊 に限 らず全

国に広 まってきたか らです。

先 日開かれ た地域評議 会で,ブ ラッ ドフ

ォー ド会長 の方針が明確 にされ,教 会墓 地

の分譲業務 は,別 に販売組織や実行 委員会

を組織することなく,す べて宗務 ライ ンを

通 して行 なうこととな りま した。すなわち,

地区代表,ス テーキ部長/地 方部長,監 督

/支 部長のライ ンで発表 か ら申し込み受付

までの便宜を図ることにな りました。 日本

の聖 徒たちのために特別に献 堂され たこの

霊園の祝福が,ひ と りで も多 くの兄弟姉妹

たちに及 びます よう心 からお祈 りいたしま

す。

クモラの丘霊 園事務局

6

副 クモラの丘霊園」第2期 募集についてのご案内

クモ ラの丘霊 園の第2期 募集 を以下 の要 領 で行 な い ます。 つ き ま して は,そ の趣 旨

を ご理 解 の うえ,ふ る って お申 し込 み くだ さ るよ うお願 い 申 しあげ ます。

1.墓 地 永代 使 用料1区 画260,000円(昭 和62年 度 以 降 にお 申 し込 み の方 は毎 年

3,000円 ず つ加 算 され ます)

2.墓 地管 理料

3.申 し込 み方法

4.申 し込 み期 間

5.墓 所 の指 定

年 間3,000円(初 回金 と ともに一年 分 を前 納 し,以 降 毎年 定 め

られた期 日 まで に支 払 うもの と します)

以下 の書 類 を クモ ラの丘 霊 園事務 局 に提 出 して くだ さい。

イ.ク モ ラの丘霊 園使 用 申込 書

ロ.住 民 票

ハ.ク モ ラの丘霊 園永代 使 用契約 書2通

二.銀 行 自動 振 替手 続 き書類

昭和60年4月1日 よ り昭和61年12月31日 まで

申 し込 み書類 受領 確 認 の後,順 番 に行 な い ます。

6.初 回金および管理料の振込先

三和銀行 青山支店

クモラの丘霊園

7.埋 葬費用

8.字 彫 り費用

9.そ の ほか の費用

普通 口座219499

北 村 正 隆

埋 葬手数 料 は1体 につ き8,000円 とし,2体 目よりは1体 につ

きそれ ぞれ2,000円 増 しとな ります。

氏名 と死 亡年 月 日17,500円(書 家料2,500円 を含 む)

家紋 お よび○○ 家17,500円(書 家 料2,500円 を含 む)

名義 変 更 な どで霊 園使 用承 認証 の再 発 行 が必要 とな っ た場合,

1件 にっ いて5,000円 が必要 です。
6

な お,埋 葬 手数 料 お よ び字 彫 り費 用 は昭和61年3月31日 以降,値 上 げ され る予 定 で す。

添 付 書 類

1.ク モ ラの丘霊 園使 用 申込 書

2.ク モ ラの丘霊 園永 代使 用 契約 書

3.墓 所 地図

通

通

通

-

り乙

-

4.ク モ ラの丘霊 園使 用 規則1通

5,銀 行 自動 振替 手 続 き書類1通

難
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τクモ ラ の丘霊 園 」。4月L日 か ら第2
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「次 はあなたの番ですコ

JMTC講 師 池内 英二

「同 僚 」 とは,宣 教 師にとってその言

葉 以上 に大切な意味 を持 つ存在 で

す。

JMTC(日 本 人宣教 師訓練 セ ンター)

で,「愛」についての レッスンを していると

きの ことで した。

「あなたの同僚 に愛 を伝 えて ください
。

ただ し,何 も話 さない で 目を見 る だけで

……」と言 った ときです
。同僚 と向かいあ

っていたひとりの宣教師が,目 に涙 を一杯

浮かべて泣 き始めたのです。その宣教師 は,

「私 は今 とて も同僚 に感謝 しています
。 そ

れ を言葉で言 い表 わすことはで きません。

いつ も私 を助 けて くれました。そんな同僚

にどのように私 の愛 を伝 えた らいいのか,

ずっと考 えて いました。今朝 もそのことに

ついて祈 って いました。 だか ら同僚 の目を

見て心 の中で 『愛 しています!』 と言 った

とたん,涙 がせ きを切 ったように とめどな

く流れてきたのです」 と話 して くれました。

これ はJMTCで 教 えて いたと きに経 験

した数 ある霊的な経 験の うちのひ とつです。

そのすばらしい証 にそれ以上の言葉 はい り

ませんで した。

モルモン経の中の偉大 な宣教 師ア ンモン

とその一行 は,レ ーマン人の中 に伝道 に行

くに先立って,「互 いに別れ る前それぞれ の

職 に応 じてこれ を皆祝福 し,そ の上 神の御

言葉 を教 えてかれ らを勇気づけはげま し,

ついにかれらと別 れを告 げ」て各 々が伝道

地へ行 ったと記 してあ ります。(アルマ17:

18)現 在 もJMTCで 同 じことが行 なわれて

います。み言葉 を教 え,勇 気づけ合 い,そ

して励 まし合 うのです。 そこには宣教師 の

信仰や犠牲 を通 して もたらされ るみたまの

強い力があ り,ひ とつで も多く伝道 に役立

つことを吸収 しようとする気持 ちがひ しひ

しと伝わ ってきます。 まさに彼 らの熱意 に

ゆる

支 えられて教 える者の舌 も緩 まり,「教 ゆる

者 も受 くる者 も互いに柑1吾り,両 者共 に徳
よろこ

に導 かれて共に悦 ぶな り」(教義 と聖約50:

22)と 言われ る通 りのことが起 こるのです。

1981年5月 にこの仕事 に召 され て もう

すぐ4年 にな ります。専任宣教 師の任 を解

かれて3カ 月後の ことで した。

この間,多 くの 日本人宣教師がJMTCか

ら旅立 っていきました。私 自身 もJMTCの

初期の卒 業生 なのです。当時 はまだJMTC

の組織 はあ りませんで したが,1978年12月

に3名 の宣教師が訓練 を受 けたのを先駆 け

と して翌年1月 に13名 の新 しい宣教 師 が

菊地長老 をは じめ指導者 の方々 から3日 間

で6つ のセ ミナーを受 けま した。今 で も目

を真 っ赤 にして証 したあの経験 ば忘れ られ

ません。

伝道中 も壁 にぶつか るたびに,JMTCで

学 んだノー トを,い く度 となく読み返 して

は問題解 決:の糸 口として きま した。

たとえば,あ るときには 「涙 を流 して教

えてくれ る人を見て,何 も感 じない人がい

購
灘
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懸
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、

1麟
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翫{耕

るだ ろうか。 それ は同情 ではなく教 える人

から放 たれ る何 かが伝 わ って くるので あ

る」 という話か ら,み たまによって教 える

ことの大切 さに気 づいたこともあ ります。

また 「どん なに落胆 して いて も 『もう1

軒だけ行 きましょう』 と言 いな さい。 その

信仰 によって祝福 を受 けるで しょう」 とい

う言葉 から,最 後 まであきらめずに行 なう

大切 さを学 びました。

この よ うに,今 も多 くの宣教 師 たちが

JMTCで 学 んだ こ とを 日々 の生 活 の中 に

生か しているのです。

この6年 間で約950名 の 日本 人宣教 師が

日本 の各地 に巣立 っていきました。 そして

今年 の夏 には1,000名 を越 えます。

主 はこうお っしゃっています。「汝の心 を

励 まして喜べ,そ は汝 が伝道する時来 りた

ればな り」 と。(教義 と聖約31:3)

そう,次 はあなたの番です。JMTCで 近

い うちにお会 いしましょう。(い けうち ・え

い し1954年 生 まれ,東 京東 ステーキ部七

十人定貝会会長)
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撫軌憾ルの議⊇いた高級車は
ミ"醜 め鷺醗

読 ませていただき,少 しは人の役 に立 てた

ことを知 って うれ しく思 いました。それ に

つ いて天のお父様 に報告 したときは,本 当

に平安な気持 ちで,ま た喜びで胸が一杯 に

な りました。

福音 は真実です。人 の霊 を清め,真 理 に

騨 灘欝馨… 懸 難轡 義 響讐

窒

a

日
刀 和5笄3月 の川崎 ワー ド部 は,こ れ

口 までで最 も転 出,転 入する兄弟姉妹

が多く,雰 囲 気が一変 したかの ようでした。

その うちに若 い兄弟姉妹 から 「何 かや りた

い」 という言葉が よく出るようにな りまし

た。 その状態 は,私 の目にはまるでキラキ

ラと輝 く高級 スポーツカーの ようで したが,

よく見 るとハン ドルがついて いません。一

体何 に,ど のようにその持 て余 した力を発

揮 すればよいのか,と 私 ものめ り込 むよう

に考 え始めていました。

そして ミュージカルをや りたいという意

見が出て くるや否や,次 々と話が進んでい

きました。幸運 にも,青 山のジャズダンス

教 室の先生の指導が無料で得 られ ることに

な り,音 楽 は ピアノの先生 をして いる菅姉

妹 が担当 し,脚 本 は私 が書 くことになりま

した。

私 は 日本の家庭問題 を福音 的立場 から解

決 していくことを題材 にしようと決心 しま

・した。 しか しこの種 の題材 は必 ずむずか し

い見方 をされる と思 いましたので,私 は主

のみこころを脚本 にすることができるよう,

その晩,真 剣 に祈 りました。朝4時 頃 目覚

め ると,主 は頭 の中に脚本 の流 れをはっき

りと手 にとるように教 えて くださいました。

私は,「必ずできる」という確信 を得 て,一

気 に4幕 までの脚本 を書 きあげま した。

日曜 日に教 会に持 って いき,皆 に読んで

もらいますと,参 加者 がすぐに20名 ほど集

目覚 めさせ るのは天のお父様の力 と愛 です。

「わたしたちの信仰 こそ
,世 に勝たしめた勝

利の力である。世 に勝 つ者 はだれか。イエス

を神 の子 と信 じる者 ではないか。」(1ヨ ハ

ネ5:4,5)(ち かの ・けいこ 横浜 ステ

ーキ部若 い女性会長)

ll㌶ 毒1義矯,灘 騨1醐1網

d自 」 い1㌧ 雛1

7繍 纏朝

臨 轟 轟灘

至
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ま りました。練習 が開始 され,演 出は上智

大学演劇部 の西巻 さんが援 助 してくださる

ことにな り,発 声 からすべて,細 かい指導

を してくだ さいま した。 スター トが遅か っ

たので会場 も容易 には見つか りませんで し

たが,12月25日 のク リスマスの 日に川崎市

立労働 会館 とい うすばらしい施設 を使 える

ことにな りました。 しかしこの舞 台では,

今 のままで はとて も声 の届かないことがわ

か り,キ ャス トは懸命 に発声の練 習を重ね

ました。 スタッフ も動 き始め ました。演劇

経験者 ゼロの,ミ ュージカル という名 の高

級車はこうして スター トしたので した。

苦労 に苦労を重 ねた うえでの1回 目の ラ

ンスルー(通 しげいこ)のできばえは,ひ ど

いもので した。 とて も人様 に見せ られる状

態ではあ りません。練習時間が まともに取
しろうと

れ ない うえにまった くの素 人が やって い

るのでは無理 もありませんが,ノ」・学校 の学

芸会の劇 の方が ましと思 えるくらい下手 で

した。「そんな ものやめろ!」 というサタン

の声が聞 こえそうな中で,キ ャス トにやる

気があるかどうか尋ねる と,次 々 に 「ク リ

スマスにはどうして も私 たちの ミュー ジカ

ルを見ていただきたいんです。頑張 ります

から,ど うぞやらせて ください」 と,目 に

涙 を浮かべて頭 をたれたのです。最悪の状

態 の中で最善の努力 をすることを兄弟姉妹

は身をもって学 びました。

ミュー ジカルの目的は,第1に それ に参

10

加 する兄弟姉妹 の成長のため,第2に 一致

です。伝 道のためとかいう大 それた思 いは

ひとかけ らもな く,自 分 の弱点 につ いて悩

み,苦 しみ,少 しで も自分 を主 に近づける

努力,そ して何 よ りも兄弟愛 を実践す るこ

とが目的ですか ら,そ れ以前 に社会人 とし

ての常識が しっか りとで きていなけれ ばな

りません。私 はそのことを何度 もキャス ト

に 申 しあげ ま した。 ミュー ジカルに携わ

る人 々 が少 しで も成 長 で きた ら,私 にと

って ミュー ジカル は成 功 です。た とえ観

客 がたったひ とりだったとしても兄弟姉妹

の成長の喜びに比べ たら観客の人数 などま

ったく問題 ではないという点で私 も監督会

も思 いは同 じであ り,あ とは突き進 むだけ

でした。みんな もこのことに気 づき始 め,

精神的 に独立 し,霊 的 にも人格的 にもその

成長 は目を見 はるものがあ りました。

衣装 は洗練 されたもの,最:高 のもの をと,

2カ 月 をかけて扶助協会の姉妹 たちの全面

的協力 を得 て,製 作 に取 り組 みま した。製

作 のため に子 供たちの寝たあ と夜 なべ をし

た 日も少な くあ りませ んで した。

音楽 もすべてオ リジナル。5人 の兄弟姉

妹 がす ばらしい曲を用意 して くださいまし

た。録音 転 著名 な音楽家の ミュージック

ルームをお借 りして,彼 らの友 人の ミキサ

ー牛 山さん
,古 賀兄弟(元 キ ング レコー ド

の ミキサー担 当),さ らに会員 の中から ドラ

ム,べ 一 ス,バ イオ リンの演奏 者 も見 つか

り,シ ンセサイザー,ピ アノも加 えて,録

音 には丸1日 かけま した。

末 日聖徒 にだって,否,末 日聖徒 だから

こそ本物がで きると,私 は自分 に言 し∫聞か

せて脚本 にも手 を加 え,音 響,衣 装,も ち

ろんせ りふに も,少 しも妥協 のない努力 を

するように,兄 弟姉妹 を励 ましま した。 ス

タ ッ7も 勉 強に勉強 を重ね,プ ロの演劇 を.

見 に何度 も何度 も足 を運び,技 術 を習得 し

ていきました。大道具製作 にはワー ド部の

大半 の兄弟が携 わってくだ さり,練 習 のじ

ゃまにならない ように教会の屋上 で冷 たい

風 に耐 えて作 って くださった,あ のときの

兄弟 たちの働 きに,だ れ も頭 が上 が りませ

んで した。 また,夜 遅 くまで照 明,舞 台装

置の打 ち合 わせ,渉 外 の連絡 に一生懸命働

いてくださいました。

汗と涙,疲 労,病 気 に明 け暮 れた毎 日,

祈 りと愛 の実践,本 当に信仰の試されるこ

とばか りでした。また,キ ャス トやスタッ

フ としてこの劇 に参加 して くださった3人

の求道者の方 々 も,懸 命 に協 丸 してくださ
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を神様の しもべとしての力に していきたい

と思 います。

この責任 を通 して,ま た指導者 の言葉 を

通 してすば らしい経験 と証 を くださった神

様 に感謝 しています。 またケン ト ・ギルバ

ー ト兄弟か ら成 人式 を迎 えた若 人に
,は な

むけの言葉をいただき,そ の録音 を当日の

成人 式で 流 し ま した。今 回の成 人式 に臨

み,い ろいろ と助 けて くださったギルバー

ト兄弟 に感謝 しています。(と くざわ・せい

じ1964年 生 まれ,3月 に名 古屋伝道音陣

任 宣教師 に召 された)

鞭

●職業と信仰シリーズ⑳

囁選

貧しき国で見た精神的
蹴難

豊 か さ 二福音がすべての
購潮 問題解決の鍵一

撫

19
73年,米 国派遣農 業実習生 として

私はカ リフォルニアで約1年 間生

活しました。私がお世話 になったのは,2,800

ヘクタールの水 田を所有 し,飛 行機な どを

駆使する 日系米作農家で した。

その年 のク リスマス休暇 にユタ州 オグデ

ンの末B聖 徒 の家 に遊 びに行 きました。渡

米す る1カ 月ほど前に新潟で知 り合 った宣

教師が帰国 して,招 待 してくれたので した。

当時,私 は19歳 人生 に悩 み,ど のよう

に生 きた らよいのか模索 して いる人間嫌 い

のときで した。招 いてくれ たフラム長老 と

共 にクリスマスにいろいろな教会員 の家 を

訪問 し,教 会の行 事にも何回か出席 しまし

た。 そこで理想的社会,理 想的人間性豊 か

な生 き方 を見 ました。 そのころの私 は宗教

に対 して一種 の偏 見を持 っていて,自 分 に

頼れない人間が勝 手に何 か強い存在を作 り

あげてすが りついていると思 っていま した。

しかし,こ の経験 か ら何 か大 きな力が働 い

ていると感 じ,宗 教 に強 い関心 を持 ち始 め

ました。オグデンの教会員の模範 が常 に心

の中にあ り,ま たク リスマスプ レゼン トに

いただいた 日本語 のモルモ ン経 をもとに,

ようやく2年 後,神 様の実在 と教会 の真実

さを感 じ,バ プテスマを受 けま した。

その後 青年 海外協力隊の稲作隊員 とし

て発展途上国で働 く機会 に恵まれ,ア フ リ

カのガーナに行 くことにな りま した。当時

はまだ信仰 も強 くなく,身 近 に教 会のな い

国へ行 くの は不安 で した。出発 の少 し前,

ガーナ政府の都 合で,フ ィ リピンのルソン

新潟地方部新潟支部

大矢 重幸

島北部 に変更 にな りま した。調 べたところ,

教 会まで5時 間バスに乗 らなければ行 けな

い所 で した。

ところが出国直前,ル ソン島南部 に変更

にな り,幸 いにも教会 まで7キ ロと近 くな

りました。農業 隊員 と して教 会の近 くで働

けることは,ま さに奇跡 でした。

地平線 のかなたまで自分の土地 という雄

大で企業的な アメ リカ農業 と逆 に,今 度 は

自然にすべて を託 す,ま さに百姓 そのもの

で した。水牛 と人が大 自然相 手 に働 いてい

ました。 ガス,水 道 電気 はな く,竹 やヤ

シの木 などの葉 でできた家で生活 していま

した。年 中暑 く,と てものどかな所 で した。

日の出とともに起 き,日 の入 りとともに寝

る生活 でした。田植 えの ときなどは10歳 以

下の幼 い子供か らおばあさん まで大勢 で泥

にまみれ て働 きます。 ごはん に塩 をかけた

り,干 し魚1ぴ きを手 で食べ るというよう

な とても貧 しい生活で したが,歌 やダ ンス,

祭 りを愛 し,と て も明 るく,精 神的 な豊か

さのすばらしさを学 びました。物 や金 にこ

だわ り過 ぎる日本 などの物質優 先の先進国

は,精 神的 な面では後進国 と言 って もよい

のではないか と思いま した。

フィリピンの教 会貝 の信仰の強さ も,す

ばらしい模範で した。ガメル兄弟は50歳 く

らいで7人 の子供があ り,魚 の行商 の売 り

あ げでその日の食物 などを買 う,そ の 日暮

らしの生活で した。教会 に入れば,日 曜 日

は働 きません。それでも彼 は教 会に入 り,

安 息 日の子供たちの食物 を確 保するために,

12

土,日 は水牛のえさになる木の葉 などを食

べてまで,教 会で長老定貝会 の会長 などの

責任 を果た して,活 発 に働 きました。教 会

までの交通 費がないために幼い子供 をたく

さんかか えて,数 キロも歩 く人 もいます。

彼 の3人 の息子はすでに伝 道を終 えました。

伝道 に出た:方が生活 レベルが高 くなる場 合

もあ りますが,若 い兄弟姉妹 は競 って伝 道

に出てい ます。

毎週60名 くらいが集 うこの ナガ支部 で,

副支部長や教 師などの責任 をいただき,と

て も良い経 験にな りました。今で は茜、たっ

の支部 に分 かれ100名 以上 の会貝 が集 っ

て います。

フィリピンやイン ドな どで自立で きない

人々を大勢 目にして きました。田植 えなど

の 日雇 い農業労働 者,孤 児 スラム街 の人

人,病 気やけがをしても手当てのしようがな

い人,飢 えや栄養失調 で髪 が赤茶 色にちぢ

れ,腹 だけ大 きい,や せた子供た ち……。

日本 で農業 をしていて も,い つ も私 の心 か

らは彼 らの姿が離れ ませ ん。飽食の時代 と

言われる 日本の責任 も大 きいと思 います。

私 にできることを何 か しなければ と思 いま

す。 ヤコブの手紙4輩17節 に 「人が,な す

べき善 を知 りなが ら行わ なければ,そ れ は

彼 にとって罪である」 と書 いてあ ります。

5年 程前,イ ン ドシナ難民援 助のボラン

テ ィアとして働 く機 会に恵 まれま したが,

出発前,妻 がお産 が原因で入院 したので と

今 年 は 「国 際 青 年 年 」 に も 当 た っ てい

る ため 大矢 兄 弟の 活躍 が大 き く報 じられ
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〈インタビュー:名 古屋ステーキ部〉
闘き手 石川 賢一(名 古屋ステーキ部第二副 ステーキ部長)

土厨 勝ステrキ 部 長 で47歳♪に爾ぐ

意渉と多力によっで人務形成

●木曽川でバブテスマ

土田ステーキ部長は幼 くしてお父さ

んを亡 くされたそうですが,つ らい思いを

された ことはあ りません'でしたか?

「今 から思えば懐 かしい思い出で
,自分の

訓練 になったかと思いますが,中 学,高 校

と,ず っ とアルバイ トの連続 で した。人並

みにお菓子 が買 えなかったの も,私 にはつ

らいことでしたね。 しかしそれ よりも,も

っとつ らかったのは,ク ラブ活動 がまった

くで きなかった ことです。その頃から身長

も高かったので,先 生 や友達 か らバスケッ

ト部 への誘 いがあ りました。 しかし夕方の

新聞配達,区 役所 のチラシ配 り,そ の あと

は母 の内職の手伝 いなど,夜 の10時 くらい

まで毎 日働 いていました。それか ら学校の

勉 強 を して,床 に就 くの は毎晩12時 で し

た。」

一 改宗されたのは何年前ですか?

「25年前 の1960年3月13Bで す
。当時す

でに教会員 だった今の妻 が同じ職 場に入 っ

てきましてね。 ほかの女性 とは少 し違 う雰

囲気 を持 っていて,大 変関心 を持 ったわけ

です。一緒 に食事 を したときに彼女 にお茶

を飲 まないのはどうしてかと聞いたのが,

この教会 のことを知 ったきっかけで した。

人生の目的 について,そ れ までに も考 えて

お りましたので,宣 教師の レッス ンは素直

に聞けましたね。約2カ 月後 にバプテスマ

を受 けました。当時 はバプテスマフォン ト

があ りませんで したので,当 時 の名古屋支

部 か ら30キ ロ離れた木曽川で受:けました。

それから1年 後 の1961年10月,長 老職 に召

されるのを待 って結婚 しま した。」

一 現在お仕事 は何を していらっしゃい

ますか?

「教会教育部の コーデ ィネー ターで
,セ

ミナ リー,イ ンスティテユー トを担 当 して

います。北臨 三重,名 古屋地区の範囲 で

活動 しています。」

一 教会の職員です と
,教 会の責任 と仕

事との兼ね合 いで悩むことはないん じゃな

いか と考えられる方が多い と思い ますが,

実際は どうで しょうか。

「そうですね
,確 か に知 恵の言葉や安 息

日の問題 はないと思 います。 しかし以前の

仕事です と,会 社 から帰ったあとの 自分 の

時間 に,家 族 との交流,ス テーキ部長の責

任 につ いてよ く考 えることができましたの

で,時 間的にはとて も余裕 があ りました。

ところが今 はステー キ部長 の責任 と教 会の

教育部の責任 とで,年 中,い つで も働 いて

いるような状態 です。 しか しセ ミナ リー,

インスティテ ユー トを通 して,教 会の将来

を担 う純 粋な若人た ちと接 するとき,ま た

彼 らの成長 を見 るにつけ,忙 しさも大 きな

喜び に変わっています。」

教会教 育部に勤 める前は どちらにお

勤めで したか?

「三菱重工業の小 牧工揚 です
。そ こでヘ

リコプター,ジ ェッ ト戦闘機の製作 と修理

状況の記録分析の仕事 を していました。」

その頃 は,い ろいろな問題があ った

と思い ますが?

「そうですね。 やは り,宴 会 の席 なんか

ではお酒の問題 があ りました。上 司に,ど

うしても飲め と言われ るわけです。『これは

自分で決めた ことだし,ぜ ひ貫 きたい,し

かし,も しあなたがお飲みにな りたいとお
つ

っしゃるんで したら,私 は喜 んでお注 ぎし

ますよ』 と,そ んなふ うに して切 り抜けて

きましたね。(笑)と にかく宴会 では,お 酒

は飲 まな くても,皆 さんと一緒 に楽 しく過

ごす ことで しょうね。」

●睡眠5時 間,ボディービルで鍛練

咽 は2塒 問しかないわけですが,

時 間をひね リ出す秘訣は何 かありますか?

「私 の場 合は
,睡 眠時間 を5時 間 と決め

て,そ の ほかの時間を全部仕事 と教会の責

任 のために使 えるようにしてい ます。」

ここ何年も睡眠5時 間でや ってい ら

っしゃるんですか?

「28歳くらいからで きるようにな りまし

た。昔は非常 に体 が弱かったんですが,ボ

ディー ビルで鍛 えたおかげで しょうね。」

ポデ'イー ビルを始め られた経過 につ

いて もう少 し詳 しく話 していただけません

か 。

「教会 は非常 にハー ドですね
。私 は体 が

非常 に弱くて,夏 と冬にだいたい1年 の休

暇分 をほとんど寝込んでいました。 こんな

ことでは神様の仕事 が果 たせないと思 い,

ある とき新聞 にボディー ビルの広告 を見 つ

けて,早 速資料 を取 り寄 せたんです。 ち ょ

うど27歳 くらいの ときでしたね。 その とき

か ら狭 い4畳 半の部屋 をボディー ビルの道

場 に して,バ ーベルを買 い込み,毎 朝会社

に出勤 する前 に,5時 から1時 間半 くらい

トレーニングをす るようになりました。 べ
む

ンチがあ りませんで したので家内の鏡台 の

スツール をベンチ代 わ りにして,つ いにそ

れを壊 して しまい ました。(笑)そ のときに

は朝飯5杯 は軽かったですね。(笑)3年 半

くらいはボディー ビルを毎 日続 け ました。

それ以降 は30分 ほどですが,今 で もずっと

続 けています。そのおかげで非常 に体力が

つきました。そのせいか睡眠時間 も非常 に

少 なくて済むようになって,人 よ りも余分

に1日 の時間を使 うことがで きるようにな

りました。」

鰺 継 灘
'野

聾譲 灘 畿
轟灘 謹 謙 ∴,嚢

リ ド が ド

蕊罎 囁… ▽∵
諜'囁 囁偽9

亭

盛

蓼

'篭

爵

環

M
欝霧義

左か ら準 子姉 妹,啓 介君(高 校2年),土

田 ステー キ部 長,顕 正 君(中 学2年),愛

砂 さん(短 大2年),善 樹君(4月 に札 幌伝

道 部専 任宣教 師 に召 さ'れた 〉
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一 肉体的な目標は
9

編 集 室 か ら
多くを言わないで。」

「特 に今年はさ らに体 力強化 をねらって, 子 供 さ'んに,『私 のよ うにな りなさ

時聞をたくさん取 ってやろうと思 っていま い』 と言えるのはすば らしいことですね。 〈あなたの証 をお寄せ ください〉

す。以前 は30分 くらいで したが,そ れよ り ず っと神 権役員を していらっ しやって,安
●掲載 される原稿の うち,自 主投 稿による

も多く取 って,1蒔 間 くらいはボデ ィー ビ 息日も週日の夜も子供さんと接する時間が ものは毎 回2,3割 にすぎません,そ れ以外

ルに費や しています。」 少ないというのは,ど の神権指導者の方に は依頼原稿 によるものです。毎号全 国の何人

一 ママさんバ レーに参加 してい らっし も言える悩みだと思いますが,そ の問題は
.・

かの監督さん,支 部長 さ'んに,そ れ ぞれの

やるそ うですが,ど うやって潜 り込んだん どのように克服されましたか? ユニ ットか ら原稿を寄せていただ くようお

ですか? 「長 く時間が取 れれば一番 いいんですが, 願 い して い ます 。
い だか

「去年 の夏
,息 子が通 っている猪高 中学 短時間ですので,密 度の濃いスキンシップ ●た とえ小 さなものであっても,あ なたが

のPTAが 名古屋 市PTAバ レー大会 に出 を,と 心が けています。時々私 は子供 たち 真心か らの祈 りと信仰によって得 られた体

場 するので,ぜ ひ出てほしいとの要請 を受 とす もうをとった りします。特 に家庭 の夕 験や証ば とても貴 い,す ばら しいものです。

けたのです。妻がその中学のPTAの 副会長 べ はいい機会 です。教 会員 にとって家庭 の それ らはき っと同 じような悩みを持つ方々

をして います し,学 校教 育と教会教 育のタ

イアップの必要性 を強 く感 じていた時期 で

もあったので仲 間に入 ったわけで,月 に2

度 くらい練習 しています。去年1回 戦 で惨

敗 しましたので,今 年 はその雪辱戦 をとい

うわけです。 おかげで この地域で活躍 して

夕べ とい うのは非常 に大切 だと思 っていま

す。」

密度 を濃 くするには,ど ういうふう

にする といいんで しょう。

「子供 たちの話題 に私 が入 っていくこと

ですね。子供た ちには,お 父 さんは若 い人

の問題解決の一助 とな リ,勇 気 と希望 を与
つた

えるに違 いあ りません。表現は多少拙 なく
しん し

とも,そ の体験が真摯なものであれば,多

くの人々の心の琴線 に触 れるもの となるで

しょう。すばら しい証を耳に した とき,「投

稿 してみたら」 とぜひひ と言,そ の方 に言

葉 をか けてみて ください 。皆様 からの積極
いるスポーツ関係の指導者 と友達 になれ ま たちの事 柄について もっ と知 ったほうがい

的投稿 をお待ち しています。
し た 。」 いと言 うので,『お父さん,今 こういうのが

は や ●名古屋 ステーキ部長会による土田ステー
一一一情緒的な 目標は どうで しょうか。 流行 って いるんだよ』 と,子 供 たちか ら今 キ部長のインタ ビュー記事は編集部で企画
「箴言 にあるように,い つ も穏 やかな, の青少年の話題 について よく教 えてもらっ してお願い したものです。皆様か らの証だ

軟 らかい応対 を入にできるように しなくて た り,歌 を教 えて も らっ た り しま す。」 けでな く,隠 れた人柄,霊 性 といった もの

はと思 ってい ます。

● 「私 を 見 て い な さ い 」

一 お子さんを育てる うえで,モ ッ トー

〔インタ ビュー 後記 〕

土 田部 長 に関 して,以 前奥様 の準子姉妹

がお話 しされていた証 を思い出 しました。

結 婚され るどき,そ の頃のあ る指導者 か

をかいま見る ことのてきる教会指導者 への

インタビュー記事を今 後増や してい く予定

です。.

●心 に残った記 事の 感想 文(「読老のひろ

ば」一で紹介 します),各 地 の話題や行 事,、

としてこられたようなことはありませんか? ら,「土田兄弟 はだめだよ,あ の人 とあなた 証,カ ッ トな どを お送 リ くだ さ い 。6月 号
「特別 にはあ りませんが

,自 分 のことは は合 わない よ」 と反対 されたそうです。 し 掲載分 の締切は4月8日,7月 号 は5月2

自分 でで きるようにと,い つ も言 ってい ま か し,職 場での彼 のまじめな勤務 上司や 日1必 着)で す。投稿 には必ず連絡先(電

す。上3人 は最長9キ ロの学校 まで 自転車 同僚 からの信頼,誠 実で正直な人柄 は,最 話番号)を 記入 して ください。

通学 させ ました。舗装 される前 の道路が多 も身近 にいた彼女 が一番 よく知 っていま し ●お願い:皆 様の ワー ド部や支部で発行 し

かったせ いか,よ くパンク しま したが,修 た。その本質 を見抜いて結婚 した ことは, てい る新聞,あ るいは機関誌を募集 してい

理道具 を持 って通 わせ ましたので,と きど 間違 っていなかっ たと話 されていました。 ます。編集室あてお寄せ ください。

き友達のパ ンク も道端で直 しているの を見 第1回 のハワイ神殿訪問には,借 金 をして ●あて先:〒106東 京都港区南麻布5-10

かけたことがあ りました。 また子供 にも家 行 かれたそうですが,そ の ときに土 田姉妹
一30末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 「聖

庭 の仕事 を割 り当てるということ。男の子 は,土 田部長がエ ンダウメン トを受 けて涙 徒 の道 」 編 集 室 費03-440-2351(代)

も女の子 も,食 器 を洗 うことを毎 日,順 番

にや っています。」

を流 して喜 んでお られるのを見て,「みたま

を分 かち合 える人」 と結 婚で きて本当によ
囲2,3月 号 ローカルページの8ペ
ージにあるカ ッ トを描いて くださった渡辺

一 子 供さんには
,今 後 どういうろ・うに かったと思われたそうです。 哲男兄弟の所属は 「高崎ステーキ部小山支

なってもらいたいですか? 私の知 っている土田部長 は,中 部地方部 部」の まちが いで した。おわびして訂正 し

「人のために喜 んで自分の時間を犠牲 に の初代 の地方部長 であ り,名 古屋 ステーキ ます 。 つ

して働 けるように,と いうことですね。 い

つで も,き ょうも人のために奉仕 すること

部の初代 のステーキ部長 であり,い っでも

人々の先頭 に立つ指 導者 です。 そんな彼が,
むる

(

がで きるようにという祈 りを必ず毎 日入れ

るように して います。 まず,最 も身近 な家

かつてはひ弱 ですぐ寝込 んで しまったな ど

とは信 じられませ んで した。 でも,持 ち前 金
族 のためにそれができたら,あ とは簡単 で

す。私 自身が模範 にならなければいけませ

の強い意志 と努 力で 「肉体 を再新」 したく

だ りをお聞 きして感心 しました。彼 の指導

A

9

んからね。子供 たちが小 さい頃は よく 『私 性 と霊性 もまた,同 じように努力 してイ申ば
・1

を見ていなさい,私 のやっていることを見 して こられたので しょう。人 を偉大 にする

て いなさい』 と言っていましたね。 あま り ものはこの意.志と努力なのですね。 ● 妬
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